
Title 人身傷害補償保険をめぐる新たな問題

Author(s) 山下, 典孝

Citation 阪大法学. 2012, 62(3,4), p. 127-156

Version Type VoR

URL https://doi.org/10.18910/60188

rights

Note

Osaka University Knowledge Archive : OUKAOsaka University Knowledge Archive : OUKA

https://ir.library.osaka-u.ac.jp/

Osaka University



人
身
傷
害
補
償
保
険
を
め
ぐ
る
新
た
な
問
題山

下

典

孝

一



人
慌
保
険
契
勾
に
関
す
る
法
的
問
胞
に
つ
い
て
は
、

司
日
コ
E
一）

に
行
川
主

u
d
t

jm一山百
三
「
ド
hT4tJる
紛
害
賠
償
請
ぷ
諒
訟
を
捻
起
す
る
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に
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険
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小
り
保
険
仏
一
の
え
払
を
つ
祉
け

ふゾ

ド

引
が
紅
古
ー
で
い
対
す
f
Q
損
事
門
賠
削
除
請
求
告
閣
の
一
部
を
品
川
、
位
取
得
ヲ
る
こ
j
と
な
っ
た
間
交

川
恨
叩
険
者
日
守
れ
に

i
っ
こ

M
2
4科
学
い
対

し
て
ん
υ
す
る
相
官
賠
償
詰
求
権
を
宮
小
に
す
る
こ
と
と
な
る
靖
司
の
基
準
を
議
つ
一
て
、

ド
叫
帆

7

世
教
川
一
川
例
柱
ぴ
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い
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い
り
い
亡
亭
都
内
一
付
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こ
内
明
却
に
つ
き
長

小
川
叶
ヤ
吹
一

3
午

月

O
U
R県
六
一
ハ
色
こ
り
七
耳
二
口
、
は
、

一
ヰ
件
代
生
幸
町
ナ
に
い
っ
「
保
険
金
請
求
権
者
の
北
杭
を
主
け
さ
な
い
範
川
出
』
と
の
丈
一
一
z
は
、
用
料
険
金
語
い
中
小
い
作
者
が
、
依
然
険
告
戸
じ
め
る

紋
宅
ロ
者
の
過
失
の
ー
伺
特
訓
告
に
か
か
’
？
〉
ず
、

記
仰
悼
演
金
の
支
払
に
い
ふ

J

て
民
法

1
認
め
ち
れ
る
べ
主
治
失
相
殺
刊
の
桁
害
額

（
川
以
下
ア
九
時
基
華
花
害
義
」
と
い
う
二
を
結
保
す
る
こ
と
が
で
き
る

J
う
に
解
す
る
こ
と
が
合
説
的
で
あ
る
内
」
と

l
た
ト
で
、

記
保
険
金
を
支
払

J
三
日
川
川
河
川
議
会
社
は
、
保
体
制
金
詰
求
権
告
に
い
礼
判
某
￥
損
害
訟
に
相
当
す
る
額
が
佐
保
さ
れ
る
よ
行
｝
円
、

正
保
険
金
山
知
L
L
被
4
4
h

ヌ
の
加

2
4一
に
汁
す
る
過
去
相
殺
F
h
ほ
の
損
主
総
指
詩
λ
他
内
初
と
の
介
計
訟
が
説
付
い
基
準
損
芸
積
を
上

E
4
M削

仏
口
に
限
付
、
ノ
J
m
仁
川
出
る
部
一
片
ド
ド
担
当
寸
る
釘
の
能
関
で
保
険
金
請
求
権
者
の
加
害
き
に
討
」
qJ
る
拐
吉
原
償
首
求
権
ヰ
代
R
M
M
得
す
る

と
解
す
る
の
が
相
川
で
で
あ
る
一

v

」
！
こ
三
＼
設
局
均
一
と

L
て
は
と
め
て
、
許
訟
法
講
差
額
説
の

J

り
日
帽
を
係
る
こ
と
を
川
明
ら
か
に

L
人

2

そ
の
μ守
、
の
最
一
一
小
ド
成
↓
一
川
岬
一
年
百
戸
ペ

1
u
l

、主
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1
ノ

f
にア
j

ヘ
一
七
十
一
引
川
し
も
一
品

九
円
主
判

六
白
円
も
前
持
・
け
取

、
リ
ノ
ー
～

A
ぺd
M

品
ぺ
1
i
バい
1
1

一
週
午
戸
一

訟
基
卒
在
勤
抗
の
J
l

均
に
よ
る
こ
と
を
羽
召
し
七
“
そ
の
吟
九
ー
と
か
ら
、
心
J
Sく
と
も
人
協
保
険
金
支
払
先
行
事
長
い
お
い
に
は
、
判
吋
M
川

が
訴
訟
基
準
ぃ
一
部
一
説
の
立
坊
を
パ
小
る
こ
と
は
回
ま
っ
た
も
の
と
与
え
ら
れ
る
ー

こ
内
訴
訟
基
準
t

一
叙
説
の
す
間
切
に
対
し
て
は
、

旧
来
、
ヘ
傷
什
か
ら
先
し
人
ト
比
例
保
険
金
の
支
払
を
一
泣
け
た
場
合
人
隠
保
険
人
l
支
払

た
行
半
宏
、
〆
ど
加
古
半
円
に
刻
す
乙
拒
宮
崎
情
、
支
払
が
氏
、
行
わ
れ
た
時
ム
司
｛
桜
害
賠
償
金
支
払
先
行
事
占
有
〕
と
で
、
被
害
告
が
設
終 ｝＼ 
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慌
土
岐
拘
相
一
吉
保
険
児
約

Jr、
ヰ
に

u
保
険
与
が
人
の
傷
害
壮
一
病
に
よ
う
て
仕
し
ず
る
こ
亡
の
あ
る
耕
一
山
手
を
し
～
補
す
る
こ
－
一
を
初

す
る
も
の
F

y
L三
句
、
す
る
と
、

uz治
信
害
ま
た
は
疾
病
が
丘
、
ι

る
損
害
を
？
ん
凶
制
す
ゐ
保
険
契
約
（
例
え
ば

出
演
認
め
偲
古
目
、
疾
病
に
茶
つ
一
〈
出
活
中
止
に
よ
つ
に
血
ハ
？
干
に
生
じ
み
人
相
宵
を
と
ハ
捕
す
る
慨
〆
イ
日
中
止
不
険
な
ど
）
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F

義
い
〈
パ
ま
れ
る
こ
と
い
な
」
る
。

ま
で
い
か
一
｝
の
｛
疋

「
し
か
し
、
保
険
法
が
傷
害
件
以
病
認
害
保
険
契
約
と
い
う
契
約
数
却
を
設
け
た
施
日
は
、

い
わ
ゆ
る
人
九
険
と
し
て
路
工
μ

！
な
病
f

疋
頚

保
険
部
川
約
と
共
直
の
叶
ー
む
を
右
す
る
損
害
保
険
契
約
じ
つ
い
て
、

人
保
険
で
あ
る
こ
し
ど
を
踏
ま
、
子
に
特
別
を
設
け
る
こ
と
に
あ
り
‘
E
m

（

h
u

巾
止
保
険
の
よ
う
な
人
保
険
と
し
て
の
特
配
を
考
窃

f
る
必
要
が
な
い
も
の
に

J

い
、
て
ま
と
匁
寄
集
病
鋭
角
保
険
契
約
の
川
北
津
守
疋

ぽ
L
4
必
山
火
は
な
い
と
ミ
れ
一
L

U

る

て
の
こ
と
を
踏
ま

x
現
古
制
病
松
寺
一
庶
民
日
人
約
の
定
烹
い
お
い
て
、
人
の
定
吉
峡
病
に
上
り

生

F
る
一
一
と
の
あ
る
桜

J

与
を

吋
致
傷
害
妓
病
が
生

h

る
も
の
に
限
る
」
と
さ
れ
て
い
心

傷
害
挟
病
扱
吉
川
陀
倹
契
約
の
中
に
は
桃
山
防
店
店
、
高
の
死
亡
に
上
っ
て
生
じ
と
桜
買
を
て
ん
補
す
る
も
の
が
摂
取
的
；

rげ
ま
れ
る
一

Zr一な

と
や
跨
ま
之
、
保
険
法
三
五
た
で
、
損
害
保
険
契
約
じ
閲
す
る
刻
一
七
に
つ
い
て
必
要
な
読
三
昔
、
λ
ド
な
さ
れ
て
い
る
c

人
吉
甲
小
主
認
可
止
、

i
J

主
乃
若
べ
＼

’｛

1
F
4
r
l
J
I
〈
’
ー

交
通
事
伎
を
原
国
ζ

し
L

検
保
険
者
が
身
体
に
懐
中
正
被
る
こ
、
－
一
に
が
っ
て
桜
何
険
FJE
等
が
禄

る
損
与
に
い
心

d

て、

に
基
づ
き
世
間
付
対
さ
れ
た
損
言
簡
が
ト
ル
縞
ざ
し
れ

勾
～
た
さ
れ
ム
ハ
損
ち
首
円
単
基
準

人
身
傷
一
μ
久
人
接
相
官
詰
J
h
骨
子
生

る
保
険
契
約
亡
あ
り
、
約
1
i
i
、
被
官
険
者
の
F

川
市
利
を
冒
し
な
じ
刊
出
て
泌
険
者
の
代
作
治
求
日
叫
ん
認
め
ら
れ
て
い
ム
ヴ
～
j
か
ら
、

尼
崎
除
夜
約
は
、
尚
古
疾
病
損
害
叩
険
契
約
百
ホ
防
法
一
条
じ
口
三
と

L
C位
出
刊
け
わ
れ
る
と
与
え
ら
れ
る
。

仰
木
険
法
施
計
以
駅
の
人
偲
保
険
M
I
h
刊
に
持
ず
ら
事
業
と
あ
る
が
前
記
e

最
小
判
平
成
一
四
年
二
百

一J
rじ
は
、
「
本
MrJ
約
玖
じ
上

九
ぽ
、
ト
記
保
険
人
手
は
、
以
害
者
が
被
る
折
半
口
内
出
ー
本
を
議
ゆ
す
る
も
の
で
し
め
り
、
損
害
の
↓
日
八
木
し
刈
す
る
淫
川
吐
い
損
害
金
を
m
h
d
U
叫
す
る

も
の
ご
止
な
い
ー
と
前
さ
し
れ
る
C
L

し
と
し
、
ー
本
件
L

れ
此
～
よ
れ
ば
、

l
d
H
汁
保
険
会
社
は
、
父
通
事
試
写
に
よ
り
紋
保
険
高
が
死
匂
し
作
L

場
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公
口
に
お
い
、
は
、
被
保
険
ヰ
ア
に
渇
失
が
あ
る
〆
J
誌
で
も
、
ノ
て
の
過
半
八
割
立
を
号
車
す
る

F

と
な
く
耳
定
さ
Lf
る
聞
の
保
険
金

t
t
i払
う

も
の
と
ν
C
札
て
い
る
の
て
」
め
っ
て
、

ト
記
保
険
へ
九
は
、
阪
市
汁
Z
－
が
被
る
日
制
』
口
に
対
じ
で
又
弘
わ
れ
る
化
問
官
似
険
金
づ
い
－

L
て
被
せ
門
蓄
が

バ
刈
ム

VLL拐
を
そ
の
迅
尖
の
r
G
無
、
志
台
に
か
ト
わ
り
J
q
v型
補
ず
る
岡
山
旨
・
目
的
の

h

で
支
払
わ
れ
る
ム
の
と
解
さ
れ

U

と
H
1一
rTL

と
お
り
、
実
相
場
布
引
の
傷
害
叩
険
て
あ
る
こ
と
い
つ
い
」
川
間
川
、
論
は
な
い
%
の
と
考
え
内
れ
る
n

つ
】

伐材、
J4！
の
忠
義

人
偲
保
険
契
約
は
損
害
保
険
契
約
の

お
刊
t
と
し
じ
傷
害
疾
病
訴
中
口
保
険
契
約
一
保
険
法

条
七

ZJ
1
1
一
位
青
白
け
ら
九
る
と
し
て

も
、
急
品
聞
か
ハ
削
河
川
引
の
外
来
の
事
故
に
よ
り
、
被
保
険
主
引
が
身
依
γ
漠
舎
を
被

yv
ニト〆

μ
よ
っ
て
当
該
純
似
険
汗
生
J

に
刈
し
て
保
険
ι

を
え
い
弘
、
っ
こ
レ
々
は
、
傷
害
疾
病
定
結
保
比
一
、
契
約
（
μ
夜
間
法

丸
木
九
当

v
fあ
る
払
来
者
慢
さ
保
険
キ
A

ト
松
吉
で
以
日
開
倹
と
同
じ
保
険
金
主

主
要
件
で
あ
る
〔

抗
乗
v白
川
浩
吉
川
陀
除
、
及
び
ド
ド
叫
松
市
宇
限
河
川
践
と
共
に
、

人
保
険
と
し
一
L
特
民
を
有
寸
心
占
に
お
い
一
L
山h
i、

人
海
判
開
凡
…
一
時
持
、

人身傷害補償似険テめぐる新六こな問問

足
し
て
お
り
、

人
悔
保
険
提
れ
！
二
定
則
さ
れ
る
約
状
条
項
の
惇
吠
に
お
い
て
も
人
ほ
お
と

L
て
の
特
色
を
踏
ま
え
て
れ
わ
れ
る
一

Zr一が

J

ム
要
と
な
る
一

けホ桂川
i
十日

μ
九
九
ハ

H
守
は
、
樹
主
保
険
契
勾
ど
は
、
「
保
険
契
刊
の
う
ち
、
保
政
考
が
一
｛
だ
の
此
同
然
の
山
叶
H

岐
に
〕
お
っ
て
生
ず
る
こ
と
の
あ

る
絹
甘
口
を
て
ん
補
す
る
こ
こ
を
め
寸
る
も
の
や
い
λ
」
と
－
L
牛
乳
す
ゐ

相
生
保
険
契
約
の
保
険
予
心
に
つ
い
て
は
、
「
組
合
保
険
喫
勾

い
上
り
こ
J
L

柑
ナ
る
こ
と
し
～
さ
れ
に
い
る
損
吉
会
一
生
ず
る

P

と
の
あ
る
偶
然
の
事
故
L
L
C
当
該
拐
古
川
木
険
認
約
で
’
疋
ー
の
り
れ
九
に
も
の

を
い
う
よ
と
定
義
付
け
る
（
保
険
法
立
誌
境
1

損
害
保
険
契
約
を
定
義
お
け
る
深
険
法

条ムハ
μ
之
、
い
う
「

J

止
の
偶
然
の
事
故
」
は
干
点
心
有
改
圧
町
商
法
六

九
条
内
「
保

決
、
ナ
山
一
f
疋
ノ
宇
崎
」
に
川
町
」
た
ゐ
む
の
ご
あ
り
、
そ
内
勺
存
を
実
質
的
に
浩
一
石
ん
す
る
も
の
ず
は
な
い
と
さ
れ
て
い
る

按
害
保
険
契
約
に
お
け
る
保
険
、
半
阪
の
型
作
じ
一
さ
れ
る

ー
掴
山
一
妖
の
弔
止
山
ど
と
は
、

保
険
契
約
成
立
時
に
お
｝
二
よ
尤
牛

1
る
刀
、
と
う
が
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小
時
正
エ
山
手
事
此
を
い
う
も
の
ρ

解
J
一
引
れ
て
い
る

－
 

こ
れ
に
い
心
ぶ
＼
相
害
保
険
会
併
の
傷
主
保
険
知
人
約
ド
ド
蒸
づ
く
信
吉
保
険
九
円
土
払
要
件
と

v

、の師同肌町
JITは
非
故
音
牲
を
克
味

L
、
日

山

川

」

立

偶
然
法
的
立
証
声
江
は
以
険
金
詰
求
V
白

刊

に

あ

る

と

解

さ

れ

て

川

る

の

ヱ

側1
 

4
 

ヲ－8
 

学人、以

パ4
1

命
市
険
契
約
に
お
い
叫
さ
れ
る
、
人
主
制
増
特
約
に
い
い
事
ヴ
く
災
害
死
一
保
険
ふ
の
支
払
要
件
と
し
亡
の
偶
川
以
内
に
お
い

C
ら
川
併
で
あ

人
偲
保
険
契
約
に
お
け
る
億
一
吉
出
向
人
中
741去
青
山
川
い
け
る

「
偶
吠
J性
は
、
同
契
約
じ
基
づ
ど
人
館
保
険
〈
円
支
払
要
件
を
f
f
Jめ
る
も
の

で
あ
り
、
非
故
d

牲
を
忌
味
す
乙
も
の
γ

よ
め
る

人
喜
保
険
契
約
が
叩
坊
主
計
疾
病
将
官
口
保
険
契
約

一
保
険
法

この甲」レ一一九一山、

条
七
三

ーとし一
L
W
和
主
パ
仰
休
日
柄
、
契
約
の

類
型
と
伶
置
づ
リ
ソ
、
れ
た
と
し
て
も

U
J
A
M
？

ρ
ハ
げ
る
こ
と
立
な
る
＝

干
狩
l

J

7

J

l

f

l

人
身
23＋
工
川
椛
笥
条
店
引
に
h
n

い
て
は
、

桃
山
開
店
則
自
動
半
の
直
行
｝
『
起
凶
す
る
事
リ
瓜
）
円
一
ロ
ペ
当
づ
る
急
激
か
っ
偶
然
の
外
来
の
事
故
に
よ
り
、

被
保
険
告
が
身
体
に
傷
害
を
被
る

と
に
よ
づ

γ
当
該
被
保
険
高
等
に
対
し
て
、
J

へ
身
傷
害
条
項
吐
が
般
条
項
；
従
い
、
問
険
金
を

又
行
ヤ
）
己
円
刀

J

己
的
A
l
h
H八一

JL
い
＋
む
つ

ロ円

Jtに
、
措
染
者
佐
ι
z
I
T
頃
ド
い
お
い
て
も
、
核
保
仲
間
書
が
恢
保
体
問
自
助
牢
の
重
行
に
た
河
」
qJ
る
事
υ
限
ド
ド
誌
に
一
す
る
急
激
か
っ
偶
然
の

外
来
の
事
故
に
よ
り
身
体
に
傷
古
ヰ
被
つ
ご
均
ム
口
は
、
こ
の
松
一
号
者
慢
さ
率
六
一
肌
疋
び

被
b

栄
一
匹
に
川
出
、
い
、
似
険
ザ
ハ
が
保
険
金
を

i
払
う

民
口
が
疋
ー
の
V

句
れ
て
い
る

さ
」
り
に
、
一
判
拐
事
は
危
険
担
叩
特
別
に
お
い
干
し
号
令
、
被
保
険
告
が
続
得
険
白
山
一
日
車
内
運
行
い
起
凶
1
f心
事
岐
に
該
当
官
る
主
数
か
っ

岬附吠
J

の
日
外
士
九
日
事
い
ほ
に
よ
り
奇
体
に
傷
害
を
被
れ
、

か
っ
、
そ
れ
に
よ
っ
て
一
て
の
被
保
険
者
に
生
じ
と
損
害
ド
対
し
て
同
数
平
摂
吉
原

佐
保
障
法
治
一
一
条
に
茶
づ
ノ
＼
担
ち
賠
償
請
求
砲
が
ヘ
九
牛
し
な
い
時
人
口
、
、

人
一
号
制
害
袖
門
店
条
項
が
選
出
さ
れ
な
い
地
〈
ー
ま
た
は
ヘ
舟
偏

害
補
償
久
本
摘
、
に
草
川
づ
く
保
険
金
平
支
払
わ
れ
な
い
と
き
は
、

こ
の
特
川
町
に
一
札
い
、

保
険
昔
日
川
用
料
航
A

L

T
一
ι仏
う
ふ
げ
が
疋
め
ヘ
れ
て
い
る



－
h

一、ノ、

［

4
1
6
 
人
身
俗
官
補
催
条
項
に
基
づ
く
人
化
問
保
険
、
伏
川
1tて
台
信
官
h
k
f

取
に
茶
づ
く
け
い
同
一
日
f
i

さ
ほ
守
口
保
険
、

疋
ぴ
円
拐
事
故
危
険
担
保

特
約
に
基
づ
く
白
組
事
故
保
険
の
い
ず
れ
に
必
い
て
も
各
約
款
会
暖
で
被
保
険
予
が

「
「
コ
設
か
っ
偶
然
の
外
行
人
め
い
】
一
故
に
品
り
身
体
に

用
問
き
を
被
つ
ぐ

こ
と
が
、
深
険
会
朴
内
各
保
険
宇
土
払
の
要
件
、
と
さ
れ
て
い
る
υ

こ
の
川
世
田
A
防
省
が
わ
披
か
つ
偶
然
の
れ
士
の
事
故

に
上
つ
仁
宇
体
に
一
同
声
を
被
っ
た
ご
し
し
を
保
険
九
支
払
要
件
ー
と
す
る
対
容
乃
保
険
は
、
典
型
的
な
傷
吉
保
険
内
定
日
い
一
致
ヰ
ー
す
る
も
の
で

争日〉々
＇~ 
" 

保
険
法
に
お
い
て
は
、
傷
害
疾
病
定
担
保
険
契
約
（
保
険
法

条
九
回
三
に
該
当
す
る
信
乗
v白
傷
山
τ
口
保
険
ゃ
、
円
掠
事
故
保
険
で
あ

ろ
う
が
、
傷
害
廿
八
病
桜
古
保
険
vv約
一
保
険
法

条
七
日
三
に
U

忠
夫
す
る
人
混
同
紙
F

陪
で
あ
ろ
う
が
、
先
に
説
明

L
た
ど
お
り
、

口
百
散

か
、
J

伺
品
川
の
外
来
の
平
成
い
よ
り
壮
一
件
に
傷
吉
を
被
る
」
こ
と
を
ω休
日
一
、
企
の
支
払
宇
一
件

J
i
G
ム
、
い
つ
い
て
は
共
通
し
て
い
る
一

心
出
場
安
保
険
契
約
に
お
け
と
南
四
百
戸
山
川
令
一
左
し
て
の
一
偶
然
川
ど
は
、
常
吉
↑
疾
病
｛
史
被
保
険
契
約
（
保
険
法
一
条
九
言
）
で
あ
ろ
う
が
、

人身傷害補償似険テめぐる新六こな問問

傷
害
疾
病
拒
古
保
山
内
ん
月
人
約
（
日
開
放
法
長
七
百
｝

で
あ
ろ
う
が
、
関
係
一
一
ど
、

ι也
市
川
害
保
お
金
の
給
付
山
ゲ
九
件
で
あ
る
傷
害
川
川
島
、
円
安
件
げ
を

t
E十本ぃ
9
3
P
J〉
り

rcbわ
η
、
n木
信
？
と

i
n
－
－
：
〈
一
－

4
1
1
F
f
d

え
代
六
日
及
び
互
設
二

U
年
改
止
前
淘
士
六
九
条
一
1

1）
保
険
事
υ
恨
の
師
同
扶
位
と
は
同
日
ト
ゆ
る
も
の

と
あ
る
ニ

こ
侵
害
咳
苅
抑
止
i

口
保
険
契
約
（
保
険
法

傷市一
γ竹
内
病
己
鈎
保
険
契
約
一
保
険
決

h
h

（十い門勺

と
で
は
出
告
で
は
傷
吉
保

条
九
り

険
金
が
疋
動
、
川
h
i
h
さ
九
る
こ
と

2
な
h
リ

と
と

2
る
ド
ー
違
が
あ
る
が

没
者
て
は
一
間
百
深
険
金
が
実

mw府
、
補
さ
れ
る

傷
害
仰
木
険
ハ
ム
の

支
払
要
ト
パ
で
あ
山
偶
然
限
内
意
気
に
は

tj清
志
は
な
い
υ

セ
の
上
う
に
桝

L
S
い
と
、

同
仁
保
険
約
款
中
に
お
け
る
保
険
金
支
払
安
に
つ
を

史
的
る
約
款
条
引
の
比
一
口
ぃ
叫
ん
異
な
る
内
容
と
な
コ
て
し
ま
い
、
件
段
の
理
由
な
し
じ
同

の
文
言
を
川
い
な
が
ら
単
会
ア
一
ん
断
釈
会
一
す

る
こ
と
に
合
理
却
な
説
引
が
つ
か
な
く
な
コ
て
し
ま
う
。

－丸
J

戸、、

f
 

人
海
保
険
M
人
約
～
お
け
る
慢
士
刊
明
念
で
あ
る
ー
伺
妖
性
」
に
つ
い
て
は
、
搭
来
日
匁
中
口
保
山
間
八
契
約
、
竹
程
事
故
保
険
契
約

阪よ法学162 u 4 u;i) 66'l C三り1211' 
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に
よ
っ
て
保
険
金
高
ぶ
除
4
7

の
ヌ
払
止
令
け
る
ご

f
が
で
売
る

る
と
す
る
の
は
担
当
で
は
な
い
？
っ
、

立
件
計
詩
却
炉
正
に

お
い
一
弘
も
保
険
金
の
斗
算
に
、
寸
た
っ
て
控
除
す
る
こ
こ
が
で
き
る
全
起
を
保
険
会
指
示
権
主
の
権
利
を

ιzγ
三
d

u
限

定

に

版

予

そ

解
釈
す
る
の
が
円
止
つ
で
あ
る
に

ワ
" 

」
づ
玩
等
の
状
況

言買
」一 五三島

寸を；¥l

哉お

基て
i事は

よ栽
心判
損士主

主準
一一？

！・ よ
C± る
寸チ t•. 
フちコA 吋マ

守in
ろ が

r *: 
し：：F
' c' 

約 ！~
三←、
：パい
;,,:. x. 
山、ふ2

~ '¥l,i 
前 f

釈ト,. . .. 
ミ L

きは
と

：与
え短
時庁：吋ラE
や 0)

「

日 人

潟 j~
JIょ

w: L阜
県 b

同上

T T員

＂＂＇’芦

日
し
こ
同
税
～
、
約
款
の
討
対
規
定
～
お
い
て
も
、
河
川
険
金
の
計
算

μ
当人
J

い
つ
ご
控
除
ず
る
こ
と
が
で
き
る
金
匙
を
保

険
金
日
目
求
権
占
め
い
惟
利
を
角
し
な
い
以
度
日
夜
ー
主
ヲ
る
と
健
一
択
す
べ
き
と
「
る
は
併
が
、

ひ
と
一
一
月
一

、勾－一『
I
F
L
三

p
v

r

：j
f
L
 

前川
Y
廿
の
見
針
引
を
採
弔
［
た
も
の
と
与
え
ら
れ
る

F
級
審
裁
判
例
と
し
て
、
京
都
仙
川
判
平
成

一
口
六
月
三
い
父
選
民
集
四
回
恭
二

fd

人身傷害補償似険テめぐる新六こな問問

七
一
引
員
、

U
H
H

保
ジ

u
v
l
ナ
ル
八
七
玉
川
J

二
同
頁
が
あ
る
一

刑

掲

示

小
判
r

或
二
四
年

月
二

O
刊
に
お
け
る
古
川
光
拾
法
判
官
の
補
↓
姿
見
辻
、
「
ぶ
作
約
款
の
h

へ
身
俗
芸
美
玖
は
、
同
町

伎
主
務
FJE
か
ら
肢
に
取
得
ー
〕
た
損
害
賠
償
金
の
額
』
て
が
あ
る
知
パ
け
は
、

保
険
A

情
的
相
川
は
そ
れ
ら
の
ム
ロ
オ

Z

卸
会
芳
し
引
い
え
向
と
す
る
と

｛だめ

L

い
る

こ
れ
を
字
義
ど
お
り
常
利
仇
手
、
組

R
す
る
こ
、

殺
に
人
身
保
官
九
河
原
所
定
の
基
准
は
叩
州
事
＋
晴
雄
ニ
十
を

i
却
っ
て
い
る
の

マ
、
先
に
年
険
人
L
を
受
目
し
た
山
町
～
｝
い
比
較
す
る
と
Tm
利
と
な
る
こ
と
が
あ
る

ノ
f

こっ
L
P
J
字
詰
は
刊
ら
カ
い
pj
小
骨
組
て
あ
る
り
と

［
記
定
め
を
以
｛
疋
前
釈
し
、
差

L
引
く
一
｝
と
H
F
Cき
る
金
制
出
叫
裁
判
品
化
準
山
間
宵
額
千
伴
深
下
る
と
い

7
一
保
険
金
詰
求
縫
い
心
力
権
利
を

庁
甘
さ
長
い
範
内
－

の
も
の
と
ず
ベ
存
ど
あ
る
と
ち
え
ら
九
る
。
一
と
込
ぺ
、
後
省
内
田
ー
～

Mm
に
よ
る
べ
き
こ
と
を
川
し
て
い
る
υ

も
っ
1
y
」
弘
、

目
拐
e

H

取
二
小
判
平
成
洩
年
九
月

た
じ
お
け
る
川
同
原
隆
夫
裁
川
（
U
R
の
情
足
忌

υurは
、
「
と
こ
ろ
じ
、
当
答
と
し

て
、
人
身
寝
中
口
抗
憤
条
γ

刊
明
～
基
づ
夫
保
険
金
を
支
払
一
七
保
険
会
社
が
代
泣
攻
作
す
る
拒
害
賠
憤
活
水
柱
の
能
回
は
、
政
判
基
準
作
胃
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簡
を
基
議
と
午
、
μ
竺
疋
す
へ
き
で
あ
る
と
町
し
た
い
山

i
、
保
険
金
の
支
払
a

一
順
吉
沢
？
っ
の
拐
さ
賠
償
合
的
支
払
と
の
先
後
に
よ
っ
て

い
世
苔

yiが
三
組
一
寸
る
こ
と
が
で
き
る
金
卸
が
且
F
J
V
L
r
な
ド
？
っ
に
、

決
行
の
保
険
約
MA
に
コ
い
て
の
け
地
向
じ
が
荏
や
か
に
な
さ
れ
る
こ

と
を
期
待
す
る
も
の
で
あ
る
に
と
し
て
、
宮
川
欽
司
官
の
補
足
己
托
と
は
計
凡
な
る
立
場
が
と
ら
れ
に
い
る
も
の
と
考
、
ズ
ら
れ

こ
れ
に
け
し
詩
、
一
言
お
p

被
叩
険
昌
一
が
交
通
事
故
を
河
川
に
二
領
す
る
ふ
川
口
e

給
付
は
加
害
者
か
ら
の
損
害
賠
償
詰
求
全
前
川
げ
に

人
傷
深
険
金
の
み
で
は
な
く
、
労
掛
間
V
匂
ロ
凡
中
口
祐
償
制
度
い
よ
る
給
付
与
昨
活
者
以
外
内
川
市
三
白
か
ら
の
給
れ
も
あ
ゐ
。

州
市
主
昌
が
ら
の

緒
川
村
い
じ
ゃ
未
叫
ん
な
さ
れ
て
い
な
い
喝
行

本
そ
の
」
う
な
給
付
が
な
さ
れ
る
か
汗
か
及
び
そ
の

fr設
が
い
く
ら
も
な
φ

か
は

K
1で

あ
る
＝
人
事
保
険
金
の
支
払
先
伎
に
お
い
て
被
保
険
料
市
受
領
オ
る
松
山
怯
が
日

と
な
る
革
、
J

＋
々
を
採
用
し
た
と
し
て
も
、
被
保
険
者

か
保
険
会
社

加
古
者
屯
ぴ
市
一
一
次
引
か
ら
ど
の
よ
う
在
収
書
で
給
付
を
主
け
心
か
h

よ
り

一
父
祖
…
し
得
る
い
杓
釘
が
苛
い
同
ト
ど
な
石
ト
Y

一

人
弘
一
以
険
金
t
乙
払
先
行
事
業
と
作

J
ず

im憤
ヘ
ふ
支
払
充
J

付
事
実
と
の
不
均
街
は

解
釈
読
と
し
て
は
そ
の
よ
う
な
紡
栗
と
な
っ
て
も
点
む
を
得
な
い
左
隣
4
る
見
慢
も
あ
る

は
限
り
の
す
、

の
内
部
の
藍
合
）
円
よ
る
も
の
で
あ
り

ν

、
i
L

ム
り
い
ト
ー

有f
fj 

~ 

判i
1!¥ 
l：主

て ii
u、，7ノ
ーヲ 汗

ω 」 J 又

取
引t

担メJ

致
手
」
こ
よ
う
と
す
，
ω
円
以
解
ば
一
プ
ハ
吟
〈
J

二
品
む
yqJ、λ
ト
り
で
は
あ
る
が
約
款
軒
釈
に
1

｝

戸、はい
u
…
酎
む
か
あ

致
さ
j
F
Q

一
一
と
を
皆
川

議
y
v
ィ
て
約
款
文
型
を
慨
れ
た
解
択
を
ノ
灯
、
つ
よ
y
↑は

一冗一掛川に、

4
な
く
と
も
、
↑
～
品
μ

に
】
お
り
受
話
…
し
が
在
叩
を

本
車
転
倒
な
射
釈
姿
勢
て
あ
る
、
と
す
る
指
指
も
あ
匂
に
も
っ
と
も
こ
の
論
者
に
お
い
て
も
、

人
向
田
深
除
…
九
支
払
先
行
事
案
に
己
い

C
京

布
一
託
デ
先
例

K
L
C固
ま
つ
に
き
た
刻
状
の
、

cは
、
九
／
悦
に
よ
る
被
さ
者
の
そ
取
、
h
荷
主
投
さ
せ
治
、
、
ノ
＼
損
害
賠
倍
請
求
先
行

ヰ
バ
未
ぷ
日
ね
い
て
も
‘
九

J

役
、
我
刊
一
昨
が
へ
傷
基
準
絶
対
説
を
係
る
約
款
じ
っ
き
制
限
的
解
釈
を
町
、
λ
る
可
能
性
A
あ
去
が
r
j
z
d
疋
む
き

な
い
と

1vる
指
摘
も
あ

以
ー
の
よ
う
な
は
鮮
の
対
す
平
め
る
山

f

つ
の
設
内
山
政
判
決
／
な
に
お
い
て

こ
の
所
定
が
士
円
一
絞
め
干
上
叶
と
さ
れ
た
大
阪
帥
判
平
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四



zil苧
件
」
ど
い

一
周
年
円
月

一
七
円
、
ぶ
件
一
寸
件
J

午
、
同
7
U

汚
事
件
こ
併
ふ
門
「
る
決
疋
が
な
さ
礼
た
一
v

y

ィ
か
二

Z二
ft 
事
ft 
を

以／仁社学』 62r:; 4 13出行74 :zu12. ll 

凡
均
一
。
月

日

市
ど
両
事
件
か
ら
い
ν叫
叫
す
る
比
円
の
す
川
疋
ぃ
？
な
さ
れ
た
に

何
年
一
心
刀
二
八
日

裁
斗
川
上
り

A
の
過
失
何
ム
ロ
チ

ヘ
、
慌
の
河
容
と
す
る
利
併
従
う
渋
ポ
さ
れ
れ
J

中
／
」
河
事
件
に
コ
い
干
し

平
成

X, 

xノ

日‘

C
社
と
の
同
で
、

A
の
過
失
配
合
一
ハ
ゾ
ル
パ
と
す
る
裁
判
ト
L

の
杓
抑
止
い
か
佼
す

L
、
一
段
払
ハ
ム
ム
ゼ

＝
汗
二
万
一
一
「
じ
、

人
パ
め
た

X
民
ぴ

L
へ
の
支
山
仙
台
計
稿
は
川
／
）

七
万
円
余
と
な
る

言
内
寄
民
M
A

叫掲

a
t
H都
地
判
平
成

は
、
人
日
活
保
険
の
特
色
・
旬
向
と

1
－
て
、
心
責
任
司
自
ヤ
ケ
か
わ
人
ず
実
作
一
宵

一一
J

ア
六
司
三
日
｝

の
補
償
を
」
的
ト
Y

一
オ
る
こ
と
、
（
九
円
速
や
か
日
保
治
設
が
f

え
弘
、
わ
れ
る
こ
と
、
品
川
J
U
開
街
全
部
帆
及
び
保
険
約
い
点
ト
の
需
主
算
出
基
準
は
－
L
I相

存
続
と
同
扮
さ
れ
る
般
の
訴
訟
に
お
い
て
認
定
さ
れ
る
摂
パ
追
及
な
い
し
そ
の
尋
ザ
長
一
平
と
比
較
し
て
か
な
り
伐
い
『
と
、
李
消
賢
者

却人
F

幻
の
止
、
引
い
で
あ
る
こ
と
を
半
げ

こ
れ
ら
の
諸
点
を
卓
視
し
た
上
で
、
「
副
訟
義
平
に
よ
り
人
身
拒
宮
内
全
額
を
認
定
伯
仲
出

L
、
こ
の

金
額
か
ら
既
払
い
賠
償
金
額
を
怪
除

d

l

ノ
止
で
の
残
額
寺
保
険
笠
街
改
び
人
伝
基
皮
算
出
損
さ
ι関
心
範
凶
川
川
で
支
払
ヘ
ペ
え
一
保
険
令
鈎

ι

す
る
／
フ
え
心
が

£
4
で
あ
る
と
解
す
る
）
そ
の
結
果
、
悩
々
の
保
体
間
約
款
上
の
規
定
的
文
言
こ
の
守
合
竹
が
欠
け
る
点
は
辻
じ
る
も
の

U) 

のハ税

U
J
t
v勺
毒
す
る
と
、
制
～
ー
の
組
定
と
の
整
合
作
な
ど
の
い
わ
ば
技
術
的
問
題
よ

以
内
ゃ
の
趣
旨
Jγ
損
な
わ
な
い
乙
三
宮

重
視
す
＼
J
J
d
t
あ
る
か
ら
、
規
定
と
の
取
ト
人
口
況
は
必
J
J
L
合
重
刻
す
る
必
支
は
な
い
l

h

ぺ
は
か
な
い
、

レ
イ
一
ナ
7
7
フ
匂
。

つ
" 

j
H
 

「
本
件
は
、
山
間
中
口
賠
償
令
の
支
払
が
卦
ろ
仁
し
本
件
判
決
に
器
づ
く
人
身
～
間
百
円
持
償
特
約
第
ー
宍
品
沢
一
沼
山
与
額
の
沢
一
疋
、
一
、
同
第

条
へ
支
払
保
険
訟
の
計
算
）
が
明
也
市
と
な
っ

守、i
あ
ん
v

記
第
九
来
、
第

上
記
の
と
お
り
、
代
市
川
百
疋
ど
は
異
な
り
、

煮
を
詐
さ
な
い
ほ
と
F
4
F
h
t
あ
り
、
木
作

九
市
の
よ
坪
は
、



帆
収
集
、
頃
お

、
ド
ド

w
l
u

fJtf 

d

敏
悦
除
去
品
作
利
Jγ
手
じ
な
い
範
囲
内

の
丈
z
円
J

ケ
培
ち
山
1

4
、
平
成
二
川
午

丹
「
ぽ
坊
決
判
法

四
条

σ〉

を
い
長
時

υ

＼
え
い
い
h
p
q

べ
き
人
傷
保
険
金
一
の
会
績
を
ぜ
丙
ん
す
る
一

Lf
は
イ
討
さ
れ
ん
な

v
z

平
成

川
Jrこ
だ
段
品
川
州
川
以
デ
問
題
と
し
た
人
一
間
深
険
金
の
支
払
い
か
先
ノ
仁

L
、
深
険
会
引
の
川
町
、
？
も
ど
柑

J

海
険
者
の
損
害
賠
償
請
ぶ

権
が
税
ん
い

L
た
均
四
と
、
賠
償
金
円
支
払

U

叫
ん
先
行
し
、
上
半
r
沖
約
款
ハ
い
基
づ
く
人
身
一
偽
申
ロ
補
償
特
約
九
長
ニ
伊
豆
は
初
の
－
H
Z去
、
同
制
中

条
（
ケ
ん
弘
保
険
主
の
一
n
k耳
）
が
同
月
間
話
、
ど
な
：
1
い
ヲ
心
地
問
と
で
は
、
本
料
約
款
の
規
定
、
そ
の
湯
川
嶋
自
が
全
く

R
な
る
の
一
と
あ

る。

吉
内
川
い
は
判
〆
裾
足
意
見
は
、

E

へ
傷
保
険
九
の
え
払
日
下
先
行
し
ん
味
合

μ
裁
判
基
準
差
佐
一
討
が
ム
口
市
立
川
と
す
る
の
が
司
法
げ
た
d

見
」
に
ら
み
る
と
ぬ
ベ
七

i
で
、
括
償
金
的
支
払
が
む
行
し
た
場
八
の
保
険
ん
支
払
需
の
算
定
い
つ
い
て
の
私
見
を
迎
九
て
い
る
に
す
弐

九日

L

。

同
じ
誠
九
…
！
日
出

f
る

γ戊

同
h
i
五
月
『
坂
浩
U
長
朴
氏
山
町
民
主
珪
ー
た
裁
判
官
の
裕
民
意
見
で
は
そ
の
よ
う
な
見
的

ι述
べ

j
h
二、

Eγ 

人身傷害補償似険テめぐる新六こな問問

「
最
μ

司
裁
い
？
戒
（
）
年

。
一
月
仁
円
切
士
小
法
迂
判
決
殺
刊
集
民
事
一
一
一
一
九
号

九
頁
、
判
例
出
U
K
S
私
一
円
）
三
号
一
（
九

IRは、

E
R
L

傷
保
険
金
支
払
が
lrトれ
1

〕
た
い
早
川
茶
に
お
い
て
、
保
仲
間
約
款
の
疋
め
一
等
、
保
険
日
現
約
の
川
容
ヰ
止
確
に
惟
た
し
た
ー
で
、
ー
心
中
K

な
限
伐

で
約
訟
解
釈
を
む
う

J

公
安
が
い
い
キ
日
立
は
桝

J

ご
い
る

支
払
深
険
金
内
持
｛
疋
は
、
深
険
契
約
お
と
保
険
公
討
し
一
の
契
約
、
一
3
J

な
わ
ち
約
款
に
モ
ー
の
る
日
算
規
｛
疋
に
よ
っ
て
定
的
」
つ
れ
る
？
き

JL
去
の
え
心
。

二
の
最
同
裁
判
－
ぱ
の
指
摘
は
、
本
件
の
よ
う
主
防
償
へ
b
土
弘
光
わ
の
事
集
に
つ
い
て
、

L
J人
制
仏
つ
べ
き
人
一
い
保
険
金
を
算
疋
ヲ
る
に
h
」

た
つ
亡
す
も
、
ま
す
保
険
約
改
内
混
J

疋
を
首
出
品
し
、
保
険
約
及
の
説
止
い
出
川
A
一
て
解
釈
す
炉
、
さ
一
」
と
の
豆
市
川
九
件
じ
っ
一
い
亡
も
妥
当
す
る
も

の
で
あ
る
こ
」

阪よ法学162 U+U:Ji 67' C三り12.ll) 



「
本
件
人
身
悔

Z
縞
償
特
約
第
九
条
、
第

一
条
は
、
将
一
山
人
が
被
住
持
人
ら
に
文
払
う
べ
き
人
悔
保
険
会
的
算
定
方
法
r

相
主
額

ω決
定

支
払
保
険
市
い
の
計
算

一
長
会
一
許
さ
な
い
ほ
と
則
唯
で
あ
ヮ
て
、
仰
険
代
位

に
つ
い
て
定
め
と
波
予
明
、
あ
り
、
そ
の
正
問
は

と
い
う
異
な
る
域
自
に
つ
い
て
規
定
し
た

来
険
金
請
求
権
者
の
靴
店
利
を
き
さ
な
い
訪
問
f

一r本
1
H

一
段
条
項
第
一
団
条
、
本
付
人
身

傷
害
袖
償
特
別
第
一

条

を
も
っ
仁
、

L
し
記
第
九
条
は
、
第

一
条
の
規
定
を
↓
非
約
て
解
釈
す
る
こ
と
な
ピ
、
本
件
約
款
の
制
釈
と

し
て
は
不
可
能
で
あ
る

「
！
父
沼
事
肢
の
加
害
苦
い
対
す
る
折
半
ロ
賠
償
請
求
詐
十
誌
の
確
定
判
決
が
存
F

れ
い
す
る
必
要
が
あ
り
、
本
来
、
保
険
会
判
が
ヘ
一
同
損

十
寸
窯
算
疋
県
準

ロ
札
J
J

亡
簡
易
込
述
に
保
慌
た
常
手
一
算
f

止
し
て
支
払
う
べ
き
人
復
旧
昨
険
金
一
傷
害
保
険
）
詰
求
の
場
回
に
お

い
て
、
保
険
会
社
が
政
判
外
ど
い
寺
中
に
侭
い
ん
九
グ
棋
を
算
予
し
て
支
払
う
こ
と
が
著
し
く
同
難
い
な
い
り
す
べ
か

7
＼
裁
判
い
よ
る
決
若

を
余
慢
な
と
さ
れ
る
こ
と
！

γ仕
る
が
、
一
｝
の
こ
と

C
休
も
、
お
よ
そ
人
海
保
険
（
汚
当
日
夜
空
契
抗
に
某
づ
く
人
湯
河
川
険
金
F

海
古
川
阿

険
金

J

の
支
払
方
法
と
し
て
が
ム
坪
な
結
論
で
あ
る
υ

「
い
院
佐
前
人
ら
が
言
問
「
一
r
Q

訴
訟
λ
一
五
ゴ
計
寄
り
此
を
日
休
日
二
損
吉
額
に
つ
い
て

般
的
な
訴
訟
に
お
け
る
損
芸
賠
償
川
井
一
通
に
よ

る
こ
、
人
傷
山
村
吉
組
詰
一
た
茶
準
で
疋
め
り
れ
て
い
と
保
険
へ
号
交
払
い
出
よ
り
も
系
際
的
保
険
金
支
払
担
げ
が
高
騰
し
、

人
篤
何
見
聞
が
前
促
と

ー
〕
て
い
る
保
険
料
体
系
に
足
什
わ
寸
、
保
険
袋
持
が
混
乱
に
陥
る
危
険
性
が
あ
る
一
t

「

T
成
二

年
団
戸
一
に
保
険
法
が
り
仙
じ
さ
れ
七
一

と
に
作
い
、
担
害
保
険
公
判
長
引
は
、

人
傷
保
険
を
合
じ
引
い
A
の
改
訂
を

ー

、

、
一一、
J

i

f
ピ

J
f
i

へ
一
同
保
険
金
の
算
定
基
準
も
各
社
で
撲
な
っ
て
い
る
デ
、
被
終
ト
司
砕
人
L

ワ
ー
一
張
の
と
お
り
人
一
同
保
険
金
の
金
詰
ま
訴
出
茶

準
差
招
説
に
淀
コ
一
て
持
d

た
ず
る
l
L
ず
る
と
全
て
の
揖
吉
保
険
会
社
内
人
J
財
保
険
需
が
裁
判
長
準
に
よ

J

一
て
仏
関
｛
た
さ
れ
ん
芝
山
判
官
績
の

う
も
被
Z
P
H
の
泊
矢
部
合
宿
I
↓
殺
と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
い

よ
り
尉
〆
パ
ム
円
湿
な
結
論
と
入
ゆ
る

H
」

人
海
保
恰
J
の
パ
ン
ア
レ
J
K

い
被
控
J
H
人
が
主
張
す
る
上
う
な
子
維
の
細
部
ま
と
記
載
さ
れ
と
必
要
が
あ
る
の
か
が
、
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そ
も
疑
問
で
あ
る

ぷ
し
て
交
品
事
此
に
選
過
し
た
被
害
者
」
（
核
保
険
予
）
が
岨
主
主
に
μ
訂
す
る
絹
一
百
時
情
…
お
求
を
先
行
許
せ
る
の
か
、

人
財
団
保
険
の

甲
小
険
金
請
求
を
九
行
さ
せ
る
の
か
の
判
制
は
、
前
く
ま
で
被
宵
険
v自
に
委
ね
ら
れ
と
い
る

L
、
本
初
日
持
規
定
I

本
件
へ
身
傷
牢
口
祐

山
田
将
利
第

一
条
一
に
は
、
人
傷
保
険
金
カ
ら
持
山
内
ベ
九
る
べ
き
主
動
が
利
不
さ
れ
♂
い
る
。

仰
木
険
会
社
内
パ
〆
ブ
レ
7

｝
jh
叫
J

泣
訴
人
ら
、
に
工
恨
の
内
＋
が
れ
が
記
載
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
が
、

検
中
早
台
し
混
乱
を
与
、
ズ
て
い
る
し
乙
は
認

め
難
い
ο

被
控
許
人
ら
は
、
時
間
貸
金
の
支
払
が
先
行
［
た
ぬ
き
の
川
い
か
河
川
険
会
社
市
立
弘
、
フ
ベ
」
何
人
害
保
険
令
の
設
が
少
な
く
て
済
む
1
Y

一

い
う
の
ど
あ
れ
ば
、
保
治
会
引
が
四
件
険
金
山
述
ゃ
r
h
h
f
え
払
チ
一
定
る
の
は
必
一
山
十
で
あ

L
斤
ナ
ア
張
オ
ミ

し
か

L

こ
れ
も
あ
く
ま
で
も
机
象
的
～
な
危
険
性
！
中
引
き
「
、
い
い
い
由
化
さ
れ
つ
つ
あ
る
と
は
L
え
、
既
管
官
り
の
敢
格
会
監
督
に
民

人身傷害補償似険テめぐる新六こな問問

し
て
い
る
拒
主
保
冷
え
打
が
、
そ
の
よ
う
な
不
或
定
な
対
応
を
採
る
危
険
性
は
ほ
い
し
、
日
川
市
工
に
も
J

へ
海
保
伎
会
村
が
そ
の
よ
う

ないい
14

応
ふ
採
っ
て
ド
る
こ
と
を
税
わ
」
こ
る
泌
制
も
な
い
っ
」

「
惇
か
に
、
保
倹
九
五
引
が
人
協
保
険
金
の
支
払
を
せ
ず
に
欣
置
レ
だ
り
、
あ
る
い
は
人
悠
保
険
金
の
主
払
を
話
求
さ
れ
て
も
そ
の
主

弘
主
ザ
絶
寸
る
な
ど

L
て
、
人
傷
保
険
金
一
の
い
え
い
い
い
を
遅
滞

L
、
で
の
%
に
加
胃
予
の
応
償
支
均
支
弘
わ
れ
た
嶋
、
口
に
は
小
ん
け
間
一
な
桁
果

と
な
る
コ

こ
の
よ
う
な
例
界
的
場
合
に
は

保
険
会
什
の
支
払
拒
絶
の
h
t
持
な
と

恒
吋
斗
（
体
怜
な
山
す
清
を
刷
町
酌

L

1
以

、
、
主
〉

L
3
1
L
4
a刀
C
一

険
会
什
の
対

U
し
時
四
時
点
一
が
あ
る
」
刊
刺
さ
れ
る
鳩
合
じ
は
、
信
ド
札
制
等
じ
よ
っ
て
拝
除
さ
れ
る
山
判
中
口
市
り
範
バ
を
限
定
す
る
長
、
刊
の
前
釈

を
す
札
、
1
比
れ
る

そ
し
て
、
不
件
出
場
合
、
被
控
訴
人
ら
カ
代
市
川
人
と
し
て
ね
弁
議
士
会
一
一
市
在
し
、
同
弁
護
士
が
い
敢
え
て
凶
刊
誌
人

v
対
寸
i
G読
書
拾
償
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「
依
控
訴
入
、
ら
は
、

ぃ
…
件
の
お
う
な
問
題
が
生
と
る
原
珂
は
、

上
『
正
の
で
つ
と
例
外
的
均
ム
u
で
な
い
F
u
r
L
J
明
ら
れ
ゲ
で
あ
る
一
i

一
十
附
求
訴
訟
を
先
れ
さ
せ
た
の
ご
あ
る
か
ら
：
：

人
傷
保
険
の
約
訟
精
一
一
た
に
つ
い
と
丁
分
令
牧
討
が
加
、
λ
ら
孔
て
い
い
乙

い
二
と
に
あ
る
旨
γ

工
事
し
て
い
る

J

41rrNJ
ャ

h
ヲ

L

人
偽
保
険
の
約
款
ー
、
そ
の
よ
、
）
合
問
題
点
が
あ
心
の
は
事
実
で
あ
う
っ
。
し
か
し
な
が
ら
、

の
が
筋
と
あ
っ
て

ー
成
二
四
年
花
月
日
取
ハ
同
裁
判
役
の
田
町
削
除
央
政
判
官
内
浦
足
広
見
本

J

聞、

契
約
内
寸
評
「
あ
る
約
款
の
付
容
宇
一
定
説
と
ば
か
け
蹴
九
ピ
堺
利
払
ヲ
る
こ
と
を
正
当
化
ず
る
も
の
と
ま
で
い
え
な
い
コ

約
款
の
ん
け
さ
を
理
由
に

を
九
は
約
款
の
改
寸
で
行
、
っ

場ふ
1
Y

一
人
心
鳴
円
昨
仏
ん
た
の
え
弘
が
光
ノ
灯
し
た
場
合
と
に

被
h
U
J
V刊

i
r
I
け
取
る
と
、
給
制
相
会
一
同
一

し
わ
ゆ
る
浜
－
vt益
構
弐
伝
説
ヰ
一
採
用
し
ん
域
合
に
、
的
損
金
1
7、
払
が
先
ノ
汀
し
と

に
す
る
こ
い
r
一
が
望
ま

1
－
い
こ
と
は
存

人
事
保
険
会
社
の
代
位
取
得
の
杭
川
等
に
つ
い
て
、

｛
定
イ
【

J
A
c
bゆい

し
か
し
な
が
ら
、
ど
ち
ら
か
を
先
に
請
求
十
る
か
は
あ
く
ま
で
も
被
育
者
一
被
保
波
長
、

の
た
伎
に
ふ
り
必
詮
部
簡
を

致
ち
」
こ
る
こ
1

一
寺
第

義
y」
1

手
、
約
款
ぇ
問
、
ζ

U

J

け
一
知
れ
人
f

解
釈
を
打
、
つ
ご
と
は
、
本
末
転
倒
士
前
釈

の
選
択
に
委
ね
り
れ
て
い
る
し
、
そ

れ酬で
L

ぬ
る

本
件
約
款
に
お
い
て
は
、

賠
償
令
支
払
が
先
行
し
た
長
命
に
本
件
汁
μ
丹
波
更
／
巾
に
す
で
一
不
合
型
な
結
論
と
な
る
こ
と
を
す
ノ
湯
川
L

坪
h
R
j
る

1
1
一
，

と
が
ー
司
’
什
一
に
き
な
い
ほ
ど
ー
ん
人
口
混
と
ま
L
い
ズ
な
い

J

一

亡
、
本
作
一
H

首
相
府
定
｛
2
｝
も
規
定
さ
れ
乙
川
る
の
て
あ
る
か
旬
、
本
料
約
款
～
γ
休
と
上
て
み
れ
ば
、
本
川
町
一
f
n
F

斗
恒
内
定
ゴ
一
を
丈
却
と
お
り
い

ハ
j 

大
阪
高
裁
判
此
に
対
す
る
批
刊

配
…
符
・
大
阪
市
岡
判
平
山
J4

二
川

i

年
六
月
七
戸
つ
い
て
は
、

こ
れ
を
肯
f
寸
J67
る
見
附
則
も
仇
さ
れ
て
い
る
が
、

さ
れ
て
L
る
ど
こ
ウ
で
あ
る
c

ナ
な
わ
ち

r
b
A
 

N

以
い
の
批

l
的
令
見
解
も
山

F早
険
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'IJ 

日
一
、
賠
償
請

4
f
人
傷
保
険
金
請
ぷ
訴
訟
が
昨
ら
門
戸
一
引
、

ぞ
の
民
分
－
世
宗
れ
f
L

す
く
に
賠
償
請
ぷ
ヰ
件
で
和
解
が
公
立
し
た

と
い
う
れ
に
枠
に
探
み
れ
ば
、
そ
の
た
絞
に
よ
り
受
箭
ご
し
さ
る
保
険
金
子
よ
き
く
具

2
る
一
と
を
マ
や
つ
が
い
i
分
巴
鮮
で
き
る
状
似
で

和
解
デ
成

i
L
て
い
な
い
限
り

Y
社
側
の
主
張
を
信
義
則
奇
術
の
見
地
方
わ
制
限
一
3
4勾
可
能
丸
い
か
あ

簡
易
川
市
述
な
支
払
街
、
算
定
と
い
へ
傷
吉
也
険
の
什
杭

f
u、

守
山
火
対
An
の
認
定
う
必
要
左
右
る
こ

人
偲
基
本
下
半
額
J

山
内
場
〈
ら
、

と
、
～
践
に
f

ぇ
払
治
み
の
賠
供
ヘ
寺
山
一
υ
H
H
恨
搬
を
流
脊
一
ヲ
み
て
と
に
よ
り
賠
償
需
正
本
及
び
そ
の
逃
矢
点
ム
E
A
判
明
下
る
の
亡
簡
局

迅
速
な
支
払
に
と
っ
て
そ
れ
ほ
ど
府
中
口
と
は
な
ら
な
し

'0) 

冗
ム
て
人
海
保
険
金
釘
が
契
約
ト
設
止
さ
↓
れ
て
い
る
こ
と
や

人
海
基
準

μ
よ
り
算
定
さ
れ
た
ん
且
宅
抗
日
m
i限
と
な
る
こ
ト
ど
か

ι、

混
乱
に
焔

4
ほ
と
の
問
題
と
は
い
E
わ
れ
な
く

複
池
丘
保
険
制
度
を
設
疋
し
た
伺
町
民
会
引
側
が
歩
々
の
不
利
益
は
刊
と
そ
す
へ
さ
で

十
号
、
戸
品
、

－
J

l

、

人身傷害補償似険テめぐる新六こな問問

：•，ノ

各
社
初
の
人
保
甚
半
約
款
に
基
づ
い
れ
～
人
保
怯
出
～
金
の
在
一
止
が
一
な
さ
れ
、
当
該
査
宅
金
議

νへ
は
約
定
料
開
設
金
額

p
i以
と
な
ふ

将
位
停
の
人
位
皆
吋
札
止
菩
準
が
え
際
ド
ド
は
個
別
内
事
案
に
料
併
科
す
る
も
の
で

不
合
間
十
は
な

と
て
つ
い
日
で
は

日三）

各
社
共
に
、
口
分
の
過
失
部
分
の
掛
し
字
額
も
保
険
金
二
、
同
町
、
え
ま
す
a

一い
4
宣
伝
文
句
の
到
円
聞
で
あ
り
、
十
ナ
際
じ
パ
〆
ノ

ν
ソ
ト

で
ふ
、
の
U
H
を
↓
小
、
じ
て
い
る
保
険
会
一
計
一
も
多
い
が

自
分
の
過
失
部
分
の
い
判
官
閉
が

賠
償
金
受
伝
て
の
川
伐
に
ト
い
F
5
u
A
盗
が

明
日
、
な
る
と
は
、

契
約
者
は
誰
ら
坦
疋
告
と
，
て
い
な
し

ihr
皿
督
官
庁
も
、
認
定
潤
雑
な
事
業
で
ヘ
山
陽
保
険
金
の
支
払
が
遅
れ
H
T
ち
と
な
っ
ご
も
氏
当
な
不
払
い
と
安
誌
に
認
定
す
る
こ
と

J

丸
山
り
点
、
之
さ
み
叫

i

保
険
会
社
が
同
告
し
な
け
れ
ば

先
払
い
か
渋
川
仏
い
：
か
と

結
果
に
著
し
い
を
注
が
牛
ず
る
が

そ
の

J
ス
ク
士
制
約
者
に

ん仙
I
J
H一
押
し
つ
け
る
こ
と
ト
汁
註
性
カ
あ
る
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人
傷
保
険
金
部
分
の
引

J

款
は
複
雑
と
あ
り
法
律
京
が
足
r

L

も

ア
一
、
の
川
斐
だ
山
川
谷
や
文
一
門
は
辺
町
が
取
し
ド
詑
r
y
が
ざ
ま
れ
る

慎
朽
の

H

引
対
称
析
い
か
ら
考
え
れ
ば
、

一
投
治
費
汗
に
ム
汁
利
な
解
机
J
t
r
べ
き
明
、
は
な
い

U
1
険
者
は
、

人
一
山
阿
川
河
険
金
先
払
川
の
方
が
被
害
者
に
と
っ

C
脅
利
ゆ
え
、
光
弘
い
に
よ
る
人
尚
保
険
金
取
得
を
請
求
濯
者
に
教

ポ
す
べ
き
ょ
F
h
町
義
務
が
牛

J

る
日
ね
ん
で
れ
デ
あ
る
υ

む
人
申
ユ
み
を

L
た
保
険
代
盟
ぽ
い
字
放
川
村
山
内
一
刊
誌
を
し
た
場
人
、
先
に
人
出
向

深
険
金
号
取
得
し
な
い
と
れ
利
子
主
吉
町
す
べ
き
義
務
が
宵
J

ヂ
d
れ
局
／
＼
そ
九
ぷ
追
↓
反
し
た
と
き
に
は
、
保
険
叱
恕
店
ソ
人
は
At

険
v自
が
賠
償
請
五
を
受
け
ゐ
お
そ
れ
が
あ
る
川

こ
の
よ
う
な
悩
ま
し
い

J
1
7
が
保
険
呂
に
訴
九
一
L
牛
じ
る
こ
と
を
回
避
す
る
疋

日咋

d

－ノも、

人
様
保
険
金
ヌ
払
先
ノ
バ
事
時
交
じ
一
同
悦
な
対
処
が
旦
ま

L
L

4 

f金
工争

人
海
保
険
金
支
弘
卜
む
ノ
huむ
ず
だ
と
張
主
総
憤
主
支
払
先
行
事
栄
と
で
被
保
険
者
の
受
取
川
和
寵
！
工
主
討
が
生
じ
ノ
勺
と
が
、
久
山
パ
珪
け
を
仔

ち
得
ん
ふ
い
l
i
…
に
つ
い
て
は
、
多
く
の
戸
市
長
が
指
拍

L
ζ
い
る
と
～
み
で
あ
る
り
そ
の
こ
と
か
ら
、
先
述
内
通
り
、
持
害
額
の
読
み
円
J

え

条
沼
早
τり
や
新
設
江
川
応
が
な
さ
れ
ァ
コ
こ
ω

こ
の
〕
で
つ
な
U

叫
ん
い
符
を
考
え
れ
ば
、
約
款
と
だ
応
さ
れ
て
い
な
い
以
り
は
、
約
款
文
一
一
円
に
明
慌
に
反
す
る
よ
一
つ
な
解
釈
に
よ
リ
、

を
ム
川
わ
三
る
ミ
ピ
は
中
川
際
問
題
と
｝

J
4限
一
い
と
考
え
る
こ
ど
も
で
き
る

ホ
ー
汗
に
お
い
て
は

祉
事
門
古
い
汁
ヲ
ム
心
掛
古
賠
償
請
求
訴
、
一
同
の
段
階
か
ら
ずJ

設
ム
し
い
受
刊
を
し
て
い
U
N
h

の
ご
あ
る
の

41rrNJ
ャ

h
ヲ

L

人
偽
保
険
に
泊
同
刑
さ
れ
る
約
款
ザ
丸
一
言
は
い
複
雑
F
J
あ
る
F
－どん
r
ら
法
律
の
卑
門
家
で
も
迎
引
い
か
紙

L
い
も
の
と
も
げ
？
こ
ら
九

る。
ま
「人

へ
侮
保
険
訟
の
y
人
目
山
内
先
尚
三
被
保
険
一
骨
内
全
日
用
総
稿
に
引
退
H
V
牛
じ
な
い
よ
う
鮮
釈
し
よ
る
解
決
む
法
を
淀
明
ー
ヨ
τ

る
学
説

も
ん
け
ん
に
主
張
さ
れ
て
い
た
と
こ
ん
亡
あ
る
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加
え
て
、
木
作
J
4

時
、
訴
訟
基
送
主
観
説
を
支
持
す
る

i
級
審
為
一
判
例
？
バ
ナ
説
が
苓
数
を
内
め
て
い
た
の
も
抽
出

TFよ
め
る
ニ

一
凸
川
隔
年
世
立
は
、

人
町
府
保
険
合
文
払
の
先
後
で
肢
保
険
zf
の
λ
J
訴
訟
小
頼
V
V
町
一
な
る
砧

訴
訟
基
一
議
－

r細
説
キ
一
一
店
長
に
し
と
に
財
人
け
に
、

果
を
JMJλ

」り
1
小
八
口
叩
時
十
一
本
来
は

で
す
十
」
寸
7

べ
主
と

P

丹
、
約
款
て
子
ム
「
て
上
て
い
ι
A
U

欠
扶
を
条
珂
い
基
づ
き
害
時
補
充

L
W削

択
い
J
つ「二
hb
小
川
斗
右
結
論
を
導
き
だ
せ
る
一
一
と
を
捻
唱
し
川
、
い
る
と
ら
与
え
ら
れ
る
。

L
か
し
、
本
件
契
約
当
時
じ
お
い
て
も
人
伝
某
準
差
額
一
説
ト
」
る
三
戦
番
政
判
例
も
あ
り
、
ま
た
人
ー
怖
い
恥
準
善
根
訟
を
支
持
T
F
F
Q
山一ア

一
点
も
右
h
h
d
に
明
、
え
ら
れ
て
い
た
o
h
h
λ

て
出
述
内
通
り
、
約
乱
訳
文
寸
口
上
、
前
釈
じ
よ
る
町
市
況
は
遭
難
で
あ
る
と
す
る
指
宿
J
y
d
れ
て

t: ま
た
討
険
法
で
は
世
絵
一
視
が
片
面
的
信
行
況
定
レ
宇
支
れ
た
が

村
町
治
法

ノ、

条

人
規
基
準
学
心
地
税
又
は
一
計

十
円
条
一
項

i買

訟
基
準
企
庁
吾
、
誌
の
と
ち
ら
か
の
う
場
を
採
出
し
た
も
の
で
は
な
L

人身傷害補償似険テめぐる新六こな問問

保
険
法
は
深
川
A
給
付
の
慣
行
期
｝
山
間
J
7
4

勺
品
定
を
一
新
設
し
て
お
り

の
℃
ロ
一
件
的
な
事
由
を
一
小
し
た
ト
で
、
今
川
在
的
γょ
期
間
内
で

の
隠
れ
や
い
院
証
一
損
J
T

戸川
v
の
え
払
ゃ
ん
礼
誇
付
け
る
と
い
う
ち
法
で
、
適
切
な
羽
田
河
川
一
、
の
又
払
を
い
担
保
之
、
レ
る
つ

こ
の
保
険
給
付
の
履
行
期
じ
閲
す
る
保
険
法
の
規
定

μ
閲
し
て
は
そ
の
伐
斗
池
秤
に
お
い
て
凶
会
議
員
で
リ
執
拐
な
緊
問
等
が
な

さ
れ
た
お
巳
緯
が
で
が
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、

監
督
目
庁
で
あ
る
令
融
一
υー
も
厳
格
な
監
督
キ
行
ッ
て
い
る
も
の
て
考
え
ご
れ
れ
る
一

人
財
団
保
険
九
，

の
支
払
占
お
さ
と
る
た
め
い
、
わ
き
わ
さ
、
リ
ス
ク
を
負
っ
て
ま
で
へ
悔
泌
険
金
の
え
払
を
遅
ら
せ
る
こ
と
は
品
川
市
は
い
り
、
】
八
に
く
い
り

人
偲
市
険
全
く
～
H

仏
の
光
山
氏

C
M「
保
険
台
の
受
領
総
額
の
一
相
退
が
生
じ
る
こ
と
の
前
四
叶
義
務
い
つ
い
と
も
、
て
の
よ
う
な
義
務
を
人
向

（小川一

行
等
が
慌
に
魚
、
っ
と
し
て
も
、
そ
の
君
持
違
反
は
、
通
常
は
ぺ
法
わ
ぬ
寅
山
止
の
河
川
認
と
考
え
ら
れ
、
活
比
小
九
一
円
殺
A
考
、
ヴ
ハ
れ
ば
、
同
一
ド

フ
削

L
る
べ
き
想
起
と
は
↓
口
え
な
い
よ
っ
に
忠
わ
れ
る
。
幻
、
ズ
て
、
こ
の
上
う
な

f
－
ブ
ブ
ら
が
あ
れ
ば
‘
ま
九
じ
ん
号
融
げ
か
ら
心
わ
段
指

道寸そ

rv
げ
る
戸
」
1
Y

一γ
な
る
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考
え
ら
れ
る
こ

以
下
で
は
阿
久
体
的
な
惣
百
例
を
刊
い
～
牧
討
ず
る
－

描
訟
に
例

礼
会
朴
の
従
J

宋
ハ
貝
で
あ
る

B

一V
ん
の
息
す
が
巾
日
お
事
運
転
中
に
、

C
公
社
の
従
業
員
D
逆
転
の
ト
フ
ッ
ク
と
日
百
倍
完
L
C
M叫

ー一
i
した
0

1

父
旭
事
比
の
原
因
は
、

B
の
反
対
中
淑
へ
の
浪
人
に
よ
る
ら
の
で
、

D
の
迅
は
す
は
一
羽
め
ら
れ
て
色
白
押
母
、
し
か
な
い
川

仁
会
粁
叶
有
の
当
該
f
一
ブ
ノ
ケ
に
は
討
賠
頁
仰
木
険
と
任
意
向
一
致
事
苛
険

（
刈
人
対
物
虹
柿
mm等、一

が
1hklfc
九
て
い
ん
口

B
の
父
「
併
の
ソ
ト
リ
相
川
ん
ね
へ
の

T
損
斗
円
保
険
会
社
（
日

人
間
保
険
計
約
ド
片
山
主

t
T計
一
と
い
う
コ
）
と
乃
同
C
、

人
で
あ
る

X
は

…
札
斗
行
動
車
保
険
契
約
を
締
結

L
亡
お
り
記
名
被
保
険
背
Y
川
、
被
河
川
険
者
γ
ん
の
家
族
、
人
海
保
折
、
金
額
三
ら

υハ
I
A
円
と
オ
之
内

μ

F

に
あ
ヮ
た

A
J
会
社
は

Y
棋
J
Z
保
険
会
社
ヘ
以
下
一

Y
社
」
と
い
、
）
二

と
の
防
で
、

A
会
社
－
W
有
の
中
い
動
車
を
被
保
体
制
口
動
車
、
詐
一
品
被
保

人身傷害補償似険テめぐる新六こな問問

険
者
を
AJA品
目
朴
の
従
菜
日
日
、

,, 
1 
人
件6
.11' 

!f 仙
1ト，，

f寸
fニ
昔、

じ
動
車
y 
wふ

契
えヲ

締
結
L 

' 
t: 

"''i、法学＇ 62 U+l'7i 68il「21)12.11' 

ー
人
叶
湯
河
川
議
金
義
一
（
、

C
～
ぷ
問
、

3
の
相
続
し
へ
で
あ
る
九
及
び

X
辻、

ー
が
か
ち
人
保
保
険
笠
一
一
一

0
0
0万？
3
ζ

じ
会
千
が
加
入

ν
て
い
る
白
川
町
責
保
険
喫
約
γ
L
u
A
－づ

ノ
、
向
村
山
崎
責
保
険
金
一

γ

立
っ
つ
い
江
川
（
百
の
過
干
、
が
正
大
で
あ
る
た
め
一
一
波
起
さ
わ
て
い

L
）、

合
計
川
十
り
け
り
万
円
の
よ
払
を
受
け
た
一

マ
ゲ
つ
が
す
正
に
対

L
＼

2
M
V
A
2社
の
締
結
ー
ニ
L

い
た
人
侮
保
険
の
計
諾
絞
保
険
さ
で
お
る
こ
と
今
一
昭
三
に
、
丸
紅
ぃ
系

－
〉
〉
E

3
4

グ
ノ
レ

準
に
い
芯
づ
く
D
H

叱
亡
の
掛
員
宿
八
円
v
r
ノ
一
心
万
円
余
一
幕
い
I

二
同
宵
険
金
＝

C
ヘ
一
戸
、
万
円
円
支
払
請
求
を
／
仁
コ
七
υ

こ
れ
に
け

d

一

t
t、

V
主
し

x
り
に
は
し
、
当
該
保
険
契
約
に
周
一
一
泊
さ
れ
出
約

3
H｛
た
の
ヘ
偲
基
準
に
茶
ゴ
日
ば
、
死
一
L
h
i
B
の
耕

各
銀
は
円
九
二
九
一
万
円
で
あ
る
。
取
に
、

T
社
内
人
一
間
保
険
金
一
一
一
コ

C
C
月
一
円
い
L

む
よ
人
向
賠
安
保
険
へ
ム
を
汽
め
て
叫
冗

C
C
万
同
作
文

弘、
1Fd与えけ
fu
い
る
の
で
、

五
九
〉
一
つ
万
川
円
か
ら
羽
一
立
つ
つ
心
円
を
控
除

L
ど
残
額

川
河
、
二
一
九

1
リ
J

－
）
J

i

f

＼

リ
（
〆

JIll：
ー

一

支
払
に
ゐ
じ
る
旨
の
凶



v
んは、

V
ム
一
干
ー
の
屈
惇
ヰ
ヂ
閉
山
一
－
L
て

Y
剤
一
や
品
川
手

μ
人
俗
保
険
ム
ー
，
一
一
パ
）
ハ

O
U一円の
l
J
人
払
請
求
点
訟
が
限
起
し
た
一

ク

枚
討

T 
4十

Y
朴
共
に
人
一
山
阿
川
ォ
険
金
の
支
払
に
応
じ
た
ぬ
合
、
各
判
共
に
約
款
叶
｛
買
の
j

傷
基
準
に
」
っ
て
出
五
円
頚
を
お
い
詩
し
、
一
U
賠
貞

保
険
金
キ
一
於
吟
す

FT
）
と
か
旬
、
重
複
保
険
引
場
合
の
対
心
の
司
自
－
u
r
ぁ
，
u
に
せ
よ
、
ど
什
、

Y
社
特
ハ
ド
、

F

9

1

一

｝

下

〉

J

；
I

C
／

守

行

J

ト
主
主
F
G
川
市
防

金
銀
三
r
J
C
J
L
H一円のムロ＝一ロ部川しハハ）ぺ一ハ
J

万
円
の
支
払
が
保
険
金
請
求
也
者
に
認
め
ら
h
ゐ
わ
け
ご
は
な
い
υ

本
件
力
協
八
れ
に
も
及
川
品
川
準
い
長
づ
き
梓
山
主
九
た
損
害
類
主
主
に
保
険
九
L

円
支
払
を
認
め
る
一
｝
と
は
ね
訳
文
言
に
羽
円
に
↓
川
仇
す
る

ニ
ー
と
～
λ
日3

る

そ
も
そ
も

J

訓
示
基
棋
A

＃
額
読
は
人
匂
社
山
代
位
の
前
回
そ
巡
る
問
題
C
あ
り
、
て
れ
同
開
直
一
し
て
、
松
書
店
償
金
支
払
先
行
畢
宏
司
の

取
り
扱
L
が
波
止

L
と
に
氾
ぎ
な
い

以
上
の
人
海
社
か
支
払
汁
撃
と
な
っ
七
均
台
）

yJ、
政
判
基
準
で
桜
主
寸
夜
を
砧
い
草
し
、

保
川
河
川
金
の
支
払
を
寸

J
T
と
ま
で
求
的
、
い
る
も
の
と
は
な
L
と
伝
え
る
t

人
信
保
険
は
保
険
契
約
書
円
身
か
保
険
料
を
負
拐
し
て
い
る
保
険
契
れ
d

に
基
づ
言
、

父
通
事
依
で
の
保
険
ヰ
故
を
間
閉
山
河
と
工
、
梶
山
昨

険
者
じ
俗
宝
ト
与
が
発
生
し
だ
均
台
、

川
体
験
給
付
日
ず
な
さ
れ
る
内
容
で
あ
る

、6
7
1

し
〉

U

マ

j
t
F

L

白

L
＼

「

〉

i
九

九

r

コ
ト
ノ
ャ
フ
ペ

ljσ
れ
同

ご
コ
コ
、

す

J
Z
t
t

険
契
約
で
あ
川
り
、

そ
の
契
約
の
一
庁
内
吋
は
契
勾
白
出
の
原
則
に
従
い
九
ま
る
ご
こ
に
な
り
、
お
士
告
に
ι訂
す
る
法
律
［
の
相
官
以
償
五

汗
を
7

山川哨一
9
F
J
内
’
什
の
A

長
江
ぺ
深
険
契
約
〈
川
市
防
法

現
括
弧
主
回
参
昭
一

で
は
な
い
n

レ
ぃ
仏
本

fk
つ
仁
保
険
契
約
の
中
身
や
保
険
給
付
の
布
一
洋
を
こ
う
f

ず
る
か
は
、
支
払
保
険
料
と
の
刻
係
も
含
め
て
片
的
わ
れ
る
一
、
と
に
な
り
、

自
ら
立
払
を

L
九

J

一
保
険
科
の
対
仰
と

L
ピ
一
社
ら
の
保
険
受
約
ト
器
づ
い
て
保
険
給
U
T

有
受
け
る
九
時
什
P
あ
る
こ
と
：
伊
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
の

保
険
部
川
約
内
給
討
を
と
う
す
る
か
は
約
款
条
む
の
解
釈

μ
ょ
υ
J一
せ
ら
れ
る
べ
戸
で
あ
る
と
与
、
λ
ら
れ
る
υ

ベ
ム
述
の
辺
り
、

人
様
保
険
金
ヌ
払
の
先
住
に
お
い
v
f

紋
保
険
昌
の
一
父
税
総
艇
に
芽
異
が
牛
す
zra

こ
と
を
回
避
寸
る
た
め
に
、
約
款
で

人
海
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兎
な
す
よ
民
主
い
給
条
民
仏
ー
を
国
く
こ
μ

な
さ
計
て
い
る
）
レ
か
一
、
そ
の
い
崎
ム

7
u、
支
弘
法
準
は
均
秋
山
川
｛
た
の
人
信
基
η
刊
に
小

る
こ
と
が
明
確
に
↓
小
さ
い
f
て
お
り
、
裁
判
ヒ
の
何
事
ー
や
判
決
で

r
c
t
b
l
J相
日
円
際
世
同
知
が
，
こ
の
ま
ま
人
保
似
除
去
の
又
一
払
お
を
草
川
寸

る
基
準
と
な
る
わ
け
で
は
な
い
。

N
引
の
へ
山
田
社
の
支
払
が
な
さ
れ
る
場
合
い
は

人
但
川
長
単
に
基
づ
く
山
間
宵
額
千
基
に
保
険
金
作
支
払
が
な
さ
れ
、
寸
札
ま
恭
に
伊

除
さ
れ
る
こ
と
い
T
約
次
条
河
、
じ
基
づ
〈
素
直
な
前
釈
C
お
り
、
へ
ー
型
的
て
あ
る
と
考
え
る
。

δ 

そ
の
地
司
庄
す
る
河
題

ー
引
の
人
海
社
の
保
険
給
付
市
街
庖
1
Y

一
な
る
う
！
日
〈
は
、
人
海
保
険
給
付
の
み
h

限
定
さ
れ
る
わ
け
で
は
な
い
一

入
信
保
険
は
、

特
約
保
弘
一
三
位
山
田
村
け
ら
れ
て
L
た
が
、

現
だ
に
お
し
て
は
ド
い
Y49し
動
車
似
続
契
約
い
お
け
る
付
似
ー
十

問
問
琵
当
持
、

ほ
ん
引
を
い
ぽ
え
て
お
り
、

部
を
な
し
て
い
ふ
。
山
来
、

世
保
険
卓
傷
害
保
険
が
似
つ
一
L
い
え

対
人
対
物
保
険
と
同
検
に
廿
市
本
相
川
お
の

人身傷害補償似険テめぐる新六こな問問

役
割
の
代
背
が
人
悔
保
険
！
日
l

ょ
っ
℃
可
能
と
な
っ
ι：
干
、
と
か
ら
、
普
通
保
険
約
救
い
hρ

い
て
無
保
険
卓
悔

J4条
項
は
削
除
さ
れ
る
こ
と

レ
）
九
u
o
J
あ

ご

人
4
』
初
川
干
し
史
よ

ー

1
1ド
11

ぷ
去
り
ら
れ
と
独
自
の
積
一
」
稿
枠
n
J
予
3
A
V
じ
茶
づ
き
算
出
さ
れ
た
〈
話
料
が
人
僚
保
拾
い
笠
こ
午
、
支
払

ナ，＇

わ
れ
る
こ
と
に
な
う
て
い
る
た
め
、
被
保
険
守
的
過
失
が
少
な
い
う
ス
で
は
、
例
外
的
に
性
保
険
阜
侮
拝
特
約
に
惹
づ
く
叫
保
険
阜

用
問
主
深
険
ノ
戒
を
論
ょ
す
る
刀
が
被
「
足
険
お
に
と
ヮ
て
古
利
と
な
る
ケ
ー
ス
が
あ
り
う
る

L

亡
の
こ
と
カ
ら
も

引
に
無
尽
険
事
俗
宗
門
特
約

を
設
け

へ
山
田
保
険
と
器
保
険
事
偲
古
保
険
の
布
一

い
ず
れ
か
被
保
険
者
い
有
利
な
ん
が
適
川
さ
れ

b
什
住
み

2
な
一
日
に
い
る

も
っ
と
も
、
宗
務
上
、
証
保
険
享
傷
害
特
約
で
主
払
が
で
き
る
の
は
両
被
保
険
枠
内
記

Zu－－
d

r

＼
は
捻
退
陣
与
が
確
定
し
た
段
階
と

な
る
。
そ
内
ヘ
r
め
‘
例
え
ば
、
以
「
探
険
NJ刊
の
症
状
回
（
た
が
決
定
す
る
間
同
丹
治
僚
費
な
と
を
被
保
険
首
が
J
て
替
え
る
必
要
が
山
て
く

る
こ
と
に
な
る
一
て
の
た
め
人
海
特
約
に
お
い
て
的
払

L
R
行
う
こ
と
が
実
務
上
y

れ
わ
れ
、

rC
つJ
又、

：ι
j
 F
K
E
Jた
と
な
っ
た
際
に
、
被
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に
な
る
と
も
ド
ム
ソ
え
ら
れ
る

人
信
仰
険
が
一
九
九
八
午
に
発
売
さ
れ
て
既
に
一
同
年
が
経
過
ス
そ
の
係
い
保
険
浅
の
改
正
も
あ
っ
ぺ
が
、
約
款
の
丈
間
一
統
釈
に

義
を
苛
さ

γ
一
般
消
費
計
に
も
話
相
対
に
利
吉
存

お
っ
た
村
田
本
宇
ず
る
ポ
台

q
v
h
明
砕
な
日
目
ド
ア
指
抗
さ
れ
つ
つ
あ
る
n

そ
こ
一
〈

失
が

j
掛
川
能
右
楳
準
約
永
の
川
川
吹
い
か
改
め
て
必
要
と
さ
れ
て
い
る
の
じ
は
な
か
ろ
、
っ
カ
。
そ

L
＼
ぞ
の
時
に
は
保
険
料
力
伯
ト
げ

は
な
か

を

L
て
も
人
侮
草
川
準
そ
の
も
の
や
一
栽
判
長
準
に
近
づ
け
る
か
み
い
ア
保
険
昌
に
よ
り
検
討
さ
れ
る
と
い
う
岐
路
ド
た
つ
こ
と
に
な
る
の
で

「
迫
記
に

十
小
川
摘
は
、
司
＃
J

研
究
費
被
助
金
一
呆
稀
所
常
仁
、
併
究
課
題
一
帯
f
J
E尽
き
山
を
に
よ
る
研
究
凶
果
の
部
に
あ
る

人身傷害補償似険テめぐる新六こな問問

一日
h

記
し
て
お
札
市
L
fげ
る

筒
い
判
半
に
あ
た
り
、
持
害
保
険
の
実
務
に
限
わ
る
弁
議
上
山
内
先
生
方
・
安
務
家
の
ト
パ
一
々
よ
り
且
門
口
重
な
御
意
見
を
賜
つ
人
に
t

二

一
一
一
員
以
下
、

け
三
一
川
高
阿
川
叫
支
判
平
成
二
阿
注

λ
円

T

ハ
晴
脱
桔
法
、
百
百
恵
，
十
九
身
保
持
保
険
を
め
く
る
完
誇
上
の
問
題
fF
」
保
険
子
山
地
誌
ハ
一
八
号
〆
（
一
一
（

ii' 

打
、
日
［
戸
山
討
、
己
目
正
問
肌
3

百
号
日
川
市
町
一
】
吋
立
に
践
し
と
ご

7
1
～
忌
府
川
町
推
一
析
出

E
動
甫
保
険
1
A
P
開
発
に
つ
い
て
」
松
宮
山
木
防
、
引
究
六
一
＼
P

一口
γ
J

二
九
九
九
九
円
一
）
一
つ
民
、
一
四
朗
海
市
一
人
身

似
害
補
憧
長
担
コ
〆
誕
百
訟
平
保
険
力
引
色
ヒ
問
題
占
一
指
パ
ユ
リ
侭
険
研
北
J

A

A

一t
勺
一
凡
ん
九
主
丸
一
日
公
NS謂
阜
市
づ
一
ヲ
【
J

「
丹
念
車
保

険
鰐
想
の
提
唱
相
一
fn
佼
阪
口
叫
ん
μ
六
五
4
4
｝
一
命
日
ロ
ワ
｛

C
C
N丘
一
一

J
R、
犯

hy正
一
読
「
人
－
与
市
閉
山
補
信
保
険
h

川
人
約
し
一
泡
主
出
λ

ド

ー

史

通
賠
日
誌

ω
新
次
冗
』

f

刊
吋
タ
イ
ム
ズ
社
、
一
ハ
川
、
り
じ
年
）
一
一
四
円
、
伊
仙
映
え
土
「
人
同
月
議
拘
撞
保
険
を
め
ぐ
9

匂
若
干
の
考
察
」
法
能

的
ひ
し
ぺ
ば
五
七
幸
一
一
ロ
勺
一
一
日
一
〉
一
四
年
）
五
九
民
等
、
す

一2

足
恥
A

e

的
拘
注

1
）
、
五
日
｝

ィ、
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一
、
士
一
f

説
－

F
杭
梧
裁
汁
況
の
状
日
ι
ド
ツ
い
て
は
、

h

－K司
同
一
判
批
」
捺
叩
研
究
T
J

ヘ
）
壱
↓
一
号
一
、
戸
〉
f
v
h
、年一

世
1

判

北

山

Fj玄
百
U
川
川
陥
博
史
編
「
伐
険
法
判
例
日
凄
』

h

有
斐
昔
、
一
／
J

一＼
J
F
r

｝
八
七
円
等
主
制

7
t
一
本
件
に
コ
い
て
は
、
鎮
守
基
「
判
批

N
B
L
ん
七
刊
号
一
宍
〉
一
年

J

士
白
、
県
川
直
7A

「
判
批
一
日
保
ジ
ゎ

1
1ゅ
一
ヘ
ー
ハ
ん
す

一
口
二
午
、
二
日
H

笠十一幸山町、）

一

日

法

九
μ
寸

ι
ー
お
い
て
は
、
故
持
立
品
不
宮
丸
」
と
呼
ぶ
一
場
合
も
あ
る
力
、
ふ
杭
ご
は
、
一
訴
訟
亙
品
J

宇
伝
説
」
斗
吊
い

PT｝
と
に
d
F
A
「

一6

約
款
上
は
、
大
さ
く
分
け
、

7
J
m
v
ん
法
に
よ
h
郁
j
い
が
な
さ
れ
：
L
る
前
日
一
心
I
N法
は
、
人
医

ι～
一
滋
算
定
の
川
小
崎
主
の
鞄
岡
山
い
で
拐

叫
す
餌
を
裁
判
川
基
準
損
J
f
H

荷
に
茂
み
苔
x
f
h
処
理
す
ゐ
万
法
と
、
第
一
円
方
法
は
、
川
町
害
額

2
の
も
の
は
人
傷
基
山
…
が
栓
持
3
J
～
上
で
、
被
保
険

者
自
己
抗
告
分
算
山
仰
の
損
害
相
そ
茨
判
長
↑
宰
相
主
稿
！
九
九
千
の
存
ノ
ペ
て
M

込
山
を
1
J
る
む
｝
誌
で
あ
る
一

ご
－
一
人
向
也
、
ん
川
崎
町
市
険
者
よ
り
ぺ
？
取
得
L

h

L

A
浩
一
世
世
の
消
減
玲
対
の
日
日
付
」
H
J

士
山
川
一
品
目
同
日
制
ιγ

つ
い
て
は
、
！
一
備
で
は
紙
向
山
関
係
i
ム
明
言

L
た
；
一
私
見
と
上
て
は
町
井
一
な
基
感
一
定
干
は
ι
主
同
読
と

f
’Q
場
合
日
以
、
」
夜
川
川
命
、
占
心
総
括
m
h
口
前
」
迎
牛
八
割
品
円
が
小
山
め
ら
れ
な
い
限
い
F

は
代

位
の
純
国
が
決
め
ら
れ
「
被
保
険
者
の
権
利
を
害
し
な
い
よ
う
配
忠
J
1

る
な
ら
ば
、
ー
へ
山
川
崎
は
求
慌
龍
一
日
曜
の
博
利
行
惣
が
事
↓
大
上
司
砕
い
な
る

こ
と
、
限
保
険
者
の
庶
小
l
J
凡
北
斗
f

心
認
定
が
な
さ
れ
れ
ω
注」惇一い
F

ヘ
丸
山
保
険
ノ
ム
の
内
払
い
が
な
さ
れ
て

ρ
る
寺
内
＼
人
事
保
険
レ
一
年
保
険
牛
日
一
河
荷

積
侭
殺
と
の
調
笠
化
水
巴
と
の
関
係
小
勺
、
火
心
開
殺
や
車
問
侭
駄
に
お
け
る
均
日
比
除
1
一は
mn
（
な
リ
、
ヘ
信
府
保
検
ん
ム
の
支
払
1
一
土
ハ
に
、
法
津
市
↓

訟
に
ペ
柏
市
引
が
移
転
仁
、
権
利
ず
の
例
区
に
影
山
ぺ
田
元
』
O
L
、
」
号
訴
ー
一
一
円
、
消
九
州
時
効
的
起
算
山
d

長
以
四
円
結
構
請
求
椿
の
消
滅
持
効
の
u
h
品
川
、
ど

司
品
川
に
解
4
q
る
7
と
は
で
き
な
い
も
の
と
苧
一
ん
で
い
る
ご
h
v
h
対
ー
ご
一
下
級
帯
灯
裁
判
例
は
、
一
般
原
地
仁
川
悦
い
、
物
似
険
ー
と
可
様
ド
ド
、
摂

L
十
時
憤
詰
n
中小山性

ω出
掛
時
効
的
和
町
ι主
党
止
壇
前
梓
の
出
減
即
効
の
起
草

Ftレ
一
向
ヨ
ー
す
ゐ
南
円
九
高
日
平
成
一
行
）
FT
九
月
ト
八
「
］

R
F
d
z
土

拡
岳
口
勺
v
日F
叶
（
ニ
定
、
東
京
地
引

1
或
一
一
行
九
月
一
U
J
d
A
K

釘
ぃ
一
一
八
一
口
J

五
七
百
、
取
尽
J

同
利
子
民
団
守
一
円
一
川
口
ウ
工
ス
ヘ
ー
ド
一

ジエ
i

パ
／
立
政
戸
合
弁
山
口
口
巧
こ
円
》
へ
ん
三
一
己
主

S
H）
ヘ
』
v引
い
お
目
、
て
も
ト
級
審
故
汁
汎
の
考
九
毛
1

文
持
す
る
児
堺
一
市
川
崎
悼
白
又
一
刊
胡
」

rfM
吋一

一
一
八
六
い
ヲ
（
パ
い
一
行
一
一
！
八
百
八
）
力
一
都
人
一
れ
て
い
る
な
お
‘
一
本
素
子

J
へ
身
悔
官
補
慌
伝
険
金
円
支
払
に
よ
る
保
険
代
行
い
を
め
f

A

》
諸
問
題
討
刑
法
九

U
弁
主
交
通
事
政
柁
日
以
七
ン
？
l
沢
口
？
支
品
塙
「
民
事
交
通
争
放
一
日
一
一
日
相
官
比
一
償
餌
算
定
法
準
壱
一
講
演
詩

編
）
掠
訂
版
』
ヘ
一
口
一
一
干
）
ヘ
一
一
円
以
ト
主
目
。

2
0
～
弘
久
γ

伶
一
端
苦
一
［
一
川

μj

‘
深
防
、

υJ
一＋
h
事
法
局
、

一9

H
枇
k

e
，問拐、
3

8
）
吉
一
五
頁
っ

一
ム
ハ
〉
良
仏
下
、

ι中
卒
間

一
（
）
ヘ
）
九
年
一

↓一！斗十
h
J
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野一
M

M軌
深
川
仙
人
法
寺
お
け
る
傷
吉
深
防
、
約
決
川
町
甘
L
h
y
J市
叩
崎
司
一
川
生
ハ
ハ
号
、
一
ヘ
J

ヘ）
L
L
年

F
f
R
t

一巨一、

一
日
本
件
に
つ
い
て
は
、
沼
山
事
一
「
判
批
判
防
除
毎

U
符
話
一

υ
コ
ヘ
立
川
ハ
円
一
六

H
Zソ
沼
田
、
甘
利
山
人
「
判
批
判
時
一
コ
川
百
勺
ご
一

（
）
こ
ん

1
↓
丸
一
買
、
j

小
野
＋
j
l十
日
↓
「
判
批
竹
川
満
制
「
侭
険
川
同
一
こ
一
ハ
ゾ
一
保
険

44H転
問
、
一
、
、
一
八
）
」
正
一
ハ
パ
良
、
回
何
回

島町廿わゆ
1

判
批
」
私
法

H
r
ク
ス
一
九
勺
二
つ
つ
九
平
丸
川
ー
一
円
、
裕
司
？
苛
相
ド
ム
、
1
一
人
ハ
百
等
ヘ
J

出
J

一日

lif友
信
一
人
弓
仏
害
補
杭
保
没
の
mA攻
給
付
L

込
町
ぷ
江
江
川
市
川
ι
」
保
晴
、
合
雑
誌
六
ヘ
J

、
v
p
J
f
C
C八
年

F

一
一
一
民
、
活
川
憲
一
人
身

九
円
〕
行
持
漬
探
検
、
お
け
主
主
小
培
主
主
り
ふ
円
以
靴
凶
に
わ
L
て
」
都
出
回
九
巻
一
口
ヲ
こ
へ
い
ん
一
l
u
年
一
八
人
民
｝

一
m
u
H利

a
m一
持
九
州
汁
（
お
二
乃
有
問
、
山
野
嘉
畑
1

川
女
一
ロ
目
当
直
じ
を
一
勺
（
一
一
こ
じ
ん
丘
一
一
ー
じ
↓

Qa

一幻
J

可
一
弘
’

E
一
小
日
町
l
茂
一
一
回
守
百
サ
一
九
弓
が
持
和
三
れ
て
午
る
中
十
タ
一
一
一
七
阿
ー
ヴ
一
八
川
）
〈
リ
↑
戸
、
主
時
一
一
五
h
A
守
一
口
九
百
ハ
、
役
目

一l
九
ヘ
持
一
ハ
一
五
で
の
プ
メ
〆
ト
守
主
間

一
辺
性
的
制
一
人
身
保
市
川
精
油
仰
木
演
を
め
ρ
P
4
寸
品
川
円
一
町
内
」
河
h
v

一
一
一
、
u
寸d
h

一
C
C
ど
年

J

仁
一
一
十
い
に
、
七
回

E
－

一
円
山
一
坂
東
・
町
田
市
吋
辻
ょ
と
五
八
頁
。

一
江
村
田
故
一
「
h
n
投
」
私
決
判
刻
リ
マ
ー
ク
ス
了
ハ
ヨ
J

一
一
ひ
（
心
人
年
一
一
心
九
口
一

一

部

村

匝
a

p

引
掲
沖
泣
）

O
j
u
頁

J

一
お
ぶ
叫
に
つ
て
は
、
半
域
安
（
判
批
t
E叩
ぃ

1
T

ル
一
八

J

五
サ
、
一

C
一
一
年
）

連
判
m
h王
立
ビ
ワ
へ
つ
一
一
一
年
一
百
九
全
日
υ

二
日
出
汁
城
，
，

mmR刊
注
刊
叫
）
五
百
。

一
民
一
市

J

’
前
掲
み
－

m」
一
一
円
H
C

一
白
山
「

μ
e
刷
掲
沖
お
）
九
良
、
つ
一
向
（

｛
別
「
出

U
・
町
田
市
吋
辻
、
お
」
勺
百
九
。

一
山
山
山

u
a
m一
持
九
州
汁
（
お
二
、
〉
問
、

一

党

問

a

p

引
担
判
中
い
が
）
り
真
。

一
ね
～
出

μ
・
剛
拘
件
↑
お
」
パ

VEG

一札

4
F
U
e
，問拐、

3
m）
ひ
良
、

円

十h
、
山
川

U
み
t

り
刊
批
」
交
通
事
い
い
判
河
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人身傷害補償似険テめぐる新六こな問問

一
お
～
出

μ
・
剛
拘
件
↑
お
」

一品

h
u
b
p則
男
弓
l

（
お
二

一
日
川
一
出

u
’

m掲出「
h
v
J
」
↓
一
口
、

一
辺
一
朗
才
能
白
石
守
口
体
験
事
情
H

よ
γ
出
財
政
事
情
日
完
ヘ
ー
一
つ
一
一
平
）
一
同
五
ー
一
、
四
六
斉

一

泊

こ
ρ
山
場
一
台
の
事
現
と
し
て
、
主
れ
怜
粘
比
寸
に
、
パ
ン
ツ
L
ッ
ト
M
Y
C
考
え
ら
れ
る
パ
タ
ン
手
想
定
し
ご
片
悼
討
を
品
げ
て
一
説
明
す
る
－
」

」
に
立
P
Q

と
考
ハ
い

4

われハー

t
h一
加
害
肝
に
汁

L
ど
訴
訟
を
県
和
し
た
場
ふ
円
山
川
メ
ワ
ノ
ト
・

7
メ
リ
ッ
ト
ま
で
一
説
閉
す
る
荘
務
カ
あ
る
か
、
納

13fu
問
題
は
成
る
こ
と
に
な
る
a

L

も
そ
も
人
向
阿
保
険
羽
売
の
ヲ
ン
ヒ
J
ノ
ト
と
す
喧
j
J
d

学
志
か
説
明
主
務
ー
と
の
潤
品
、
で
生
じ
て
い
る
と
も
与

え
ら
れ
べ
ま
と
I

事
政
党
ヨ
後
内
保
全
義
務
と
の
悶
係
で
、
被
ー
と
と
な
り
た
被
保
険
ど
へ
又
品
そ
の
遺
族
一
感
情
か
ら
回
ら
の
人
海
保
降
、
を

～
刊
弔
す
る
一
り
で
は
な
／
＼
加
害
者
い
片
ー
す
る
日
害
賠
桁
読
本
Jf
先
行
す
る

F

」
ζ

も
幸
子
b

れ
、
て
の
場
合
に
、
人
～
一
社
か
F
一
り
弘
明
ノ
ぐ
の
も
の

ま
保
祐
、
そ
一
荷
主
者
仰
が
受
け
付
け

t
い
こ
」
も
与
え
し
り
わ
れ
る
人
信
保
弘
虫
病
迫
す
る
黒
容
、
対
す
れ
ど
羽
明
義
務
の
ー
一
、
け
e

程
度
先
ぷ
〆
て
は

様
々
な
問
題
が
あ
る
守
k
j

！こは
f
t
J
f
疋一
C
A
A
－
な
い
υ

一
引
桃
山
。
，
H
拐
沖
二
詑
）
仁
一
一
一
参
日
ト

一
社
什
椛
a

p

引
担
判
中
い
が
二
力

ι

一司、

一
叶
同
居
恥
A

e

的
拘
注

1
）
円
、
四
五
日
記
y
m
h

一
山
知
人
間
保
険
と
ー
一
伝
除
平
傷
官
保
険
円
選
択
条
南
が
争
わ
れ
ぺ
試
判
例
し
し
と
は
、
大
阪
地
判
ド
比
一
一
一
一
立
八
月
一
六

H
交
通

R
崇
川

7
一巻

刊
号
。
凶
一
討
が
あ
る
。
本
v
h
い
に
つ
い
て
は
、
山
耐
、
革
「

F
批」

i
E
C刑
判
吋
停
説
ぞ

5
7
〔応

l
E
C速
報

1
利

解

説

尚

u
z
c
主
、
一
U

一
年
」
一
ロ
ー
明
以
肇
堆
「
制
批
」
損
主
l

保
険
所
化
七
四
呑
口
J

h

一
リ
一
年
）
一
四
日
頁
J

官。応仁

一
川
叶
訓
川
「
リ
「
ν
約
款
l
Y
お
し
司
、
は
、
子
弘
一
蕗
～
朱
山

J

を
宣
か
μ
ぺ
フ
保
没
仏
円
リ
r

一十

什
ノ
一
に
寸
め
ソ
匂

υ

E
G
 

行
H
O

一
日
山
下
具
店
「
人
身
お
J
f
H

浦
償
保
険
ぷ
淵
す
る
考
察
阪
ト
へ
法
学
f

ハ
一
巻
一
一
司
寸
F

一
ハ
ト
？
）
一
五
一
円
コ
出
店
iv
、
山
ト

手
玉
一
吋
掲
汀
｛
叩
一
一
四
円

r
む
し
て
、
ー
へ
～
包
甘
い
保
被
の
内
一
汗
に

J
L
て
総
与
絵
4
1
0
づれ一手一とが明
4

ま
L
L
叫
ー
の
桁
桁
が
な
さ
れ
」
い
る

一
時
一
一
つ
の
円
以
高
法
河
川
止
は
、
人
保
保
治
会
一
支
払
先
行
事

1
4お
い
て
件
、
併
の
丈
一
一
口
号
を
川
白
ιγ

訴
訟
日
間
戸
差
お
ひ
引
を
主
H
付
し
た
も
の
で
あ
る

J

人
伝
保
ゅ
よ
Z

又ムン川の
f十
uμ

へ
い
wmu汁
t
く
、
”
へ
r
M
u
g
f
位
、
生
一
一
つ
く
守
ど
日
何
事
出
口
が
扶
ま
れ
る
ゆ
山
、
ノ
、
お
叉
℃
手
ー
さ
れ
ご
お
れ
ば
、
人
J
h
z
k
m
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か
十
一
円
定
さ
れ
る
ご
」
は
な
い
し
し
考
古
え
る
｝
卒
米
、
ぃ

T1nヰ
付
加
V
H
者
聞
の
品
問
4
1

乍
ー
の
観
点
し
門
J

わ
湿
1
1
だ
相
殺
さ
よ
れ
る
部
完
全

E
口
内
保
険
苧
の
対
一
仙

と

J
t一
同
害
保
険
令
の
支
払
之
受
け
る
も
の
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
給
付
勺
容
を
仔
険
判
村
和
仁
司
ム
つ
れ

L
の
と
す
F

つ
こ
と
fd休
i

が
存
｛
に
さ
れ

。
わ
け
む
は
な
い
υ

な
お
、
ミ
り
b

…4悶
ν
ご
は
、
向
野
一
両
「
人
身
傷
中
口
一
浦
信
侭
険
に
お
け
る
損
中
川
市
担
一
一
損
吉
保
険
府
代
七
一
幸
一
号
（
一

0
0九ん
T
｝
一
日
頁
川
一
白
、
肥
塚
古
出
ー
上
ヘ
ね
）
一
ー
ツ
リ
百
J

八
一
円
参
同
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